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12月20日号

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,368 103.9%

一　般 ― 100.3%
宅配便（千個） 300,917 104.6%

輸送統計
平成28年9月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計
12

（－5）
88

（－3）
132

（－32）
232

（－40）

交通事故死者数（人）
11月30日現在 12月19日現在

3,484
（－190）

3,736
（－213）

全国の死亡
事故件数

3,381
（－212）

平成28年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組みな
どを内外に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依さん
と皆川玲奈TBSアナウンサーが、車に関する話題や音楽で全国
のドライバーの皆さんの安全運行をサポートします。

・  12月と1月の特別番組放送予定
 12月30日（金） 「トラガール特集①」 

国土交通省自動車局貨物課 課長補佐　福田 ゆきの氏
 1月13日（金） 「トラガール特集②」 
  同上

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

12/15～H29.1/14  2624
1/15～2/14  4011

２・３
・ トラック協会ニュース
・ 官公庁ニュース（国交省等）

4・5
 ＜年表＞トラック この1年（回顧）
・ 全日本トラック協会の主な活動
・ 運輸関係行政等の主な動向

８ ・  『ヒーロー』
櫻本 知孝さん・菊池 亮さん 
（㈱篠崎運送倉庫）

自動車で用水路に転落した女性を救出した
櫻本さん㊧菊池さん㊨と同社の篠﨑社長（中央）

７ ・平成28年度
エコドライブ活動コンクール

６ ・平成29年度
税制改正の要望と結果 「

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
や

シ
ン
プ
ル
で
継
ぎ
目
の
な
い
料
金
体
系
実
現
を
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

近
畿
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12
月

12
日
、
国
土
交
通
省
の
石
川

雄
一
道
路
局
長
に
対
し
、「
近

畿
圏
の
高
速
道
路
料
金
に
関

す
る
要
望
」
を
行
っ
た
。
当

日
は
、
辻
卓
史
全
ト
協
副
会

長
・
近
畿
ト
協
会
長
に
、
福

本
秀
爾
全
ト
協
理
事
長
、
齋

藤
一
之
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協

会
常
務
理
事
が
同
行
し
た
。

近
畿
圏
の
高
速
道
路
料
金
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
平
成
29

年
度
以
降
の
料
金
に
つ
い
て

検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

28
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た

「
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道

路
分
科
会
第
22
回
国
土
幹
線

道
路
部
会
」
に
お
い
て
も
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
要

望
・
意
見
を
発
表
し
て
い
た
。

　

要
望
書
で
は
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
に
つ

い
て
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部

や
淀
川
左
岸
線
延
伸
部
な
ど

未
整
備
路
線
が
あ
り
、「
道

　

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
違
反
行
為
事
例
を
現
行

66
事
例
か
ら
１
４
１
事
例
に

大
幅
増
加
し
た
こ
と
。
特
に
、

公
取
委
に
よ
る
勧
告
・
指
導

の
中
で
、
繰
り
返
し
み
ら
れ

の
法
人
税
率
の
特
例
措
置

：
２
年
延
長
、
④
同
貸
倒

引
当
金
の
特
例
措
置
：
割

増
率
を
10
％
（
現
行
12
％
）

に
引
き
下
げ
た
上
で
２
年
延

長
、
⑤
低
公
害
車
の
燃
料
等

供
給
設
備
に
係
る
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

：
対
象
と
な
る
設
備
要
件
に

「
政
府
の
補
助
を
受
け
て
取

得
し
た
こ
と
」
を
加
え
た
上

で
２
年
延
長
―
―
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
。

　

公
正
取
引
委
員
会
は
12
月
14
日
、﹁
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
に
関
す
る
運
用
基
準
﹂
を
改
正
し
た
。
今
回

の
改
正
で
は
、
中
小
事
業
者
の
取
引
条
件
の
改
善
を
図
る

観
点
か
ら
、
親
事
業
者
に
よ
る
違
反
行
為
の
未
然
防
止
や

事
業
者
か
ら
の
下
請
法
違
反
行
為
に
係
る
情
報
提
供
が
行
い

や
す
い
よ
う
に
、
違
反
行
為
事
例
の
充
実
等
を
図
っ
た
。

た
違
反
行
為
で
、
親
事
業
者

が
「
問
題
な
い
」
と
認
識
し

や
す
い
行
為
の
う
ち
、
①
下

請
代
金
の
額
か
ら
一
定
額
を

差
し
引
く
こ
と
に
よ
る
「
減

額
」
と
、
②
支
払
制
度
の
不

要
す
る
違
反
行
為
類
型
」
と

し
て
、
違
反
行
為
の
未
然
防

止
等
の
観
点
か
ら
、
⑦
引
下

げ
後
の
新
単
価
を
発
注
済
み

の
取
引
に
遡
及
適
用
す
る
場

合
の
「
減
額
」
と
、
⑧
燃
料

費
高
騰
や
労
務
費
上
昇
分
等

を
一
方
的
に
据
え
置
く
場
合

の
「
買
い
た
た
き
」
を
追
加

し
た
。

　

な
お
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
関
係
に
つ
い
て
は
、「
労
務

の
無
償
提
供
要
請
」
と
し
て

「
親
事
業
者
は
、
貨
物
運
送

を
委
託
し
て
い
る
下
請
事
業

者
に
対
し
、
当
該
下
請
事
業

者
に
委
託
し
た
取
引
と
は
関

係
の
な
い
貨
物
の
積
み
下
ろ

し
作
業
を
さ
せ
た
」
と
い
う

事
例
が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、

「
下
請
代
金
を
据
え
置
く
こ

備
に
よ
る
「
支
払
遅
延
」
行

為
等
を
追
加
。
ま
た
、
中
小

企
業
庁
等
と
共
同
で
実
施
し

た
大
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得

ら
れ
た
情
報
等
を
基
に
、
③

合
理
性
の
な
い
定
期
的
な
原

価
低
減
要
請
に
よ
る
「
買
い

た
た
き
」
④
量
産
品
と
同
単

価
で
補
給
品
を
発
注
す
る
こ

と
に
よ
る
「
買
い
た
た
き
」

⑤
型
・
治
具
の
無
償
保
管
の

要
請
（
不
当
な
経
済
上
の
利

益
の
提
供
要
請
）
⑥
労
務
の

無
償
提
供
の
要
請
（
不
当
な

経
済
上
の
利
益
の
提
供
要

請
）
な
ど
を
追
加
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
特
に
留
意
を

と
に
よ
る
買
い
た
た
き
」
と

し
て
、「
親
事
業
者
は
、
親

事
業
者
か
ら
下
請
事
業
者
に

対
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
指

定
し
た
原
材
料
の
価
格
や
燃

料
費
、
電
気
料
金
と
い
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
、
労
務

費
等
の
コ
ス
ト
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
状
況

に
お
い
て
、
下
請
事
業
者
か

ら
従
来
の
単
価
の
ま
ま
で
は

対
応
で
き
な
い
と
し
て
単
価

の
引
上
げ
の
求
め
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
請
事

業
者
と
十
分
に
協
議
を
す
る

こ
と
な
く
、
一
方
的
に
、
従

来
ど
お
り
に
単
価
を
据
え
置

く
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
対

価
を
大
幅
に
下
回
る
下
請
代

金
の
額
を
定
め
た
」
と
す
る

事
例
が
記
載
さ
れ
た
。

　

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制

は
、
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
車
両
総
重
量
３
・
５

㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
を
取
得

し
た
場
合
に
、
取
得
価
格
の

30
％
の
特
別
償
却
ま
た
は
７

％
の
税
額
控
除
が
選
択
適
用

で
き
る
制
度
で
、
車
両
代
替

を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
。

こ
の
制
度
は
平
成
28
年
度
末

で
期
限
が
切
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
全
ト
協
が
延
長
を

要
望
し
、
現
行
通
り
の
制
度

内
容
で
２
年
間
延
長
が
認
め

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
自
動
車
教
習
所
用

の
準
中
型
自
動
車
取
得
に
つ

い
て
は
、
中
小
企
業
投
資
促

進
税
制
の
枠
組
み
に
は
含
ま

れ
な
か
っ
た
が
、
20
％
の
特

別
償
却
が
新
た
に
認
め
ら
れ

た
。

　

車
体
課
税
の
見
直
し
で

は
、
自
動
車
重
量
税
と
自
動

車
取
得
税
の
エ
コ
カ
ー
減
税

に
つ
い
て
、
地
方
税
で
あ
る

自
動
車
取
得
税
の
軽
減
率
を

国
税
の
自
動
車
重
量
税
と
同

率
に
引
き
下
げ
、
排
ガ
ス
要

件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

ポ
ス
ト
新
長
期
規
制
適
合
車

を
減
税
対
象
か
ら
外
し
、
同

規
制
の
10
％
超
過
達
成
ま
た

は
平
成
28
年
規
制
適
合
車
両

だ
け
を
減
税
す
る
仕
組
み
へ

と
見
直
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
燃
費
基
準
の
達
成
度
合
い

に
応
じ
た
税
の
軽
減
率
は
一

本
化
さ
れ
、
同
基
準
達
成
車

が
25
％
軽
減
、
同
基
準
５
％

超
過
達
成
が
50
％
軽
減
、
同

10
％
超
過
達
成
が
75
％
軽

減
、
15
％
超
過
達
成
が
非
課

税
あ
る
い
は
免
税
と
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
①
自
動
車
税

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
：
２

年
延
長
②
自
動
車
取
得
税
の

Ａ
Ｓ
Ｖ（
先
進
安
全
自
動
車
）

特
例
措
置
：
２
年
延
長
、

③
中
小
企
業
・
協
同
組
合
等

　

自
由
民
主
党
、
公
明
党
は
12
月
８
日
、
平
成
29
（
２

０
１
７
）
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
を
決
定
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
関
連
で
は
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
要
望
し
て
い
た
、
中
小
企
業
が
車
両
総
重

量
３
・
５
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
取
得
し
た
場

合
に
、特
別
償
却（
30
％
）ま
た
は
税
額
控
除（
７
％
）

で
き
る
「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」
の
２
年
延
長

が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
、

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
設
備
投
資
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
６
面
に
詳
細
）。

エ
コ
カ
ー
減
税 

排
ガ
ス
要
件
、

減
税
率
を
一
部
見
直
し

　

国
土
交
通
省
は
12
月
13

日
、
東
京
都
江
戸
川
区
の
名

鉄
運
輸
㈱
葛
西
支
店
営
業
所

に
お
い
て
、
年
末
年
始
の
輸

送
等
に
関
す
る
安
全
総
点
検

の
実
施
状
況
に
関
す
る
査
察

を
行
っ
た
。

　

同
総
点
検
は
、
輸
送
機
関

等
に
人
流
・
物
流
が
集
中
す

る
年
末
年
始
に
臨
み
、
各
自

動
車
運
送
事
業
者
が
自
主
点

検
等
を
通
じ
た
安
全
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
輸
送

安
全
等
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
12
月
10
日

〜
平
成
29
年
１
月
10
日
の
期

間
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
１
月
15
日
に
軽

井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
が
発

生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
①

軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
を

踏
ま
え
た
貸
切
バ
ス
の
安
全

対
策
の
実
施
状
況
②
健
康
管

理
体
制
の
状
況
③
過
労
運
転

を
行
わ
せ
な
い
た
め
の
安
全

対
策
の
実
施
状
況
④
飲
酒
運

転
や
薬
物
運
転
等
を
行
わ
せ

な
い
た
め
の
安
全
対
策
の
実

施
状
況
―
―
を
重
点
点
検
事

項
と
し
て
定
め
て
い
る
。

　

同
営
業
所
で
実
施
さ
れ
た

査
察
に
は
、
早
川
治
大
臣
官

房
審
議
官
な
ど
自
動
車
局
・

関
東
運
輸
局
・
東
京
運
輸
支

局
担
当
者
が
出
席
。
名
鉄
運

輸
の
村
山
功
常
務
取
締
役

（
東
京
支
社
長
）
な
ど
の
対

応
者
が
、
同
社
に
お
け
る
輸

送
安
全
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

同
社
で
は
、
車
内
外
の
画

像
を
記
録
で
き
る
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
を
全
車
に
導
入
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
指
差
呼
称
実

施
状
況
の
把
握
や
「
な
が
ら

運
転
」
の
防
止
に
役
立
て
て

い
る
こ
と
や
、
運
転
免
許
証

の
不
携
帯
・
更
新
漏
れ
を
防

ぎ
、
飲
酒
運
転
を
防
止
す
る

た
め
、
免
許
証
リ
ー
ダ
ー
付

き
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
全

店
所
に
導
入
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
現
場
視
察
が

行
わ
れ
、
免
許
証
リ
ー
ダ
ー

付
き
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
や

ド
ラ
イ
バ
ー
休
憩
室
、
ま
た

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
装
備
さ
れ

て
い
る
安
全
装
置
な
ど
に
つ

い
て
、
説
明
が
行
わ
れ
た
。

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
期
に

整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
求
め
た
。
ま
た
、
料
金
水

準
・
車
種
区
分
等
に
つ
い
て

は
、「
シ
ン
プ
ル
で
継
ぎ
目
の

な
い
料
金
体
系
」
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、 

車
種
区
分
を

整
理
・
統
一
す
る
場
合
に
は
、

「
物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク

の
負
担
が
増
加
し
な
い
よ

う
、
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望

し
た
。

　

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
継

続
・
拡
充
に
つ
い
て
は
、
物

流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
阪
神

高
速
道
路
で
も
首
都
高
速
道

路
と
同
様
に
、
最
大
割
引
率

30
％
を
継
続
し
、
最
大
35
％

ま
で
拡
充
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

こ
の
後
、
12
月
16
日
に
国

交
省
は
「
近
畿
圏
の
新
た
な

高
速
道
路
料
金
に
関
す
る
具

体
方
針
（
案
）」
を
発
表
し

た
が
、
５
車
種
区
分
へ
の
整

理
・
統
一
に
あ
た
っ
て
の
阪

神
高
速
に
お
け
る
中
型
車
・

特
大
車
へ
の
軽
減
措
置
、
大

口
・
多
頻
度
割
引
の
継
続
・

拡
充
な
ど
、
要
望
が
反
映
さ

れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

全
ト
協
・
近
畿
ト
協
連
名
で
「
近
畿
圏
の
高
速
道
路
料
金
に
関
す
る
要
望
」

早川大臣官房審議官が
査察立合い

未
然
防
止
に
違
反
事
例
を
追
加

公
正
取
引
委
員
会

中小企業投資促進税制2年延長
平成29年度与党税制改正大綱決定

全ト協要望が実現

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
運
用
基
準
を
改
正

年末年始の輸送等に関する安全総点検国交省

国
土
交
通
省
の
石
川
雄
一
道
路
局
長
︵
写
真
左
か
ら
２
人
目
︶
に
対
し
、辻

卓
史
全
ト
協
副
会
長
・
近
畿
ト
協
会
長
︵
右
か
ら
２
人
目
︶、
福
本
秀
爾
全

ト
協
理
事
長
︵
左
︶、
齋
藤
一
之
大
阪
府
ト
協
常
務
理
事
︵
右
︶
が
﹁
近
畿

圏
の
高
速
道
路
料
金
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
手
渡
し
た
︵
12
月
12
日
、
国

土
交
通
省
道
路
局
長
室
︶

現場で大型トラックなど視察する早川
大臣官房審議官㊧（同）

名鉄運輸の担当者から説明を受ける早
川大臣官房審議官㊨（12月13日、名鉄
運輸葛西支店）
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N
ew

s 2016.12.5—12.20

国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

新規許可
貨物自動車
運送事業者数
（平成28年9月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局
都道
府県

平成
28年
９月

前年
同期
比

北海道 39 1 

東
北

青　森 10 4 
岩　手 8 -3 
宮　城 24 4 
秋　田 4 1 
山　形 4 -4 
福　島 26 9 
計 76 11 

関
東

茨　城 13 -3 
栃　木 14 8 
群　馬 13 5 
埼　玉 37 8 
千　葉 30 4 
東　京 42 -1 
神奈川 27 -2 
山　梨 5 2 
計 181 21 

北
陸
信
越

新　潟 6 -1 
長　野 5 -3 
富　山 6 2 
石　川 3 -4 
計 20 -6 

中
部

福　井 2 -6 
岐　阜 17 6 
静　岡 18 3 
愛　知 35 0 
三　重 12 -2 
計 84 1 

近
畿

滋　賀 10 4 
京　都 20 2 
大　阪 80 12 
兵　庫 37 13 
奈　良 6 1 
和歌山 6 -4 
計 159 28 

中
国

鳥　取 4 1 
島　根 4 1 
岡　山 10 -4 
広　島 17 2 
山　口 4 -2 
計 39 -2 

四
国

徳　島 7 4 
香　川 9 3 
愛　媛 5 1 
高　知 3 -5 
計 24 3 

九
州

福　岡 22 -6 
佐　賀 3 -1 
長　崎 5 -1 
熊　本 5 -2 
大　分 6 0 
宮　崎 8 3 
鹿児島 9 -2 
計 58 -9 

沖　縄 13 3 
※ 2 -4 
合　計 695 47 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～通行及び進入禁止編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  自動車は、歩道は通行できないが、路側帯は通行できる。（ ○・× ）

❷  歩行者用道路は、緊急自動車等の禁止対象から除外された自動車以外
の自動車は、一切通行できない。（ ○・× ）

❸  前方の混雑等により、横断歩道の中で動きがとれなくなるおそれがあ
るときは、横断歩道に進入してはならない。（ ○・× ）

❹  右左折するためであれば軌道敷内を横切ることができるが、横断や転
回をするために軌道敷内を横切ることはできない。（ ○・× ）

❺  二輪のものを除く自動車は、歩道や路側帯などがなく、路肩が明らか
でない道路（トンネルや橋、高架の道路を除く）では、路端から車道
寄りの0.5mの部分にはみ出して通行してはならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

トリのように羽ばたく新年を
〔第62回〕

　NHKの年末年始の番組に「ゆく年くる年」があります。「紅
白歌合戦」に続いて放送されますから、毎年ご覧になってい
る方も多いでしょう。インターネットで調べてみると、その前
身は1927（昭和2）年に始まったラジオ放送「除夜の鐘」だそ
うですから、80年を超える長寿番組です。もっとも今回は、干
支にちなんで「さる年くる年」になるとか。これはもちろん冗
談ですが、居ながらにして各地の除夜の鐘を聞くことがで
き、年の変わり目を実感できる貴重な番組だといってよいか
もしれません。　
　ところで今年も様々な事件、事故がありましたが、緑ナン
バーの世界でいえば、なんといっても死者15人を出した軽井
沢スキーバス転落事故でしょう。それを受けて、つい先だって
道路運送法が改正され、安全対策を怠った貸切バス会社に対
しては、従来の100倍にあたる「1億円以下の罰金」が科せら
れることになりました。業界が違うとはいえ、決して対岸の火
事ではありません。とんでもない事故を起こせば、それが業
界全体にはね返ってくることを、もう一度しっかり確認してお
きましょう。

●雪の坂道ではチェーンは必須
Ａさん「少し前、2015年度に国道で発生した雪道での立ち往

生について、国土交通省の調査結果が新聞に出てい
たね」

Ｂさん「それによると、冬用タイヤを着けていてもチェーン未
装着の車が半数を占めていたらしい」

Ａさん「5％以上の坂道での立ち往生が目立つとも出ていた
けど、坂道の勾配なんか標識でもない限り分からな
いからね。とにかく雪の坂道ではチェーンを着けるに
こしたことはない。転ばぬ先のチェーンだよ」

Ｂさん「そうだね。11月15日号でも話したけど、チェーンの携
行は当然だけど、携行していても必要な時に装着しな
ければ意味がない。特に雪の坂道では冬用タイヤで
あっても、チェーンを装着する習慣をつけたいね」

Ａさん「雪道で立ち往生した車には、罰金を科すということ
も検討されているようだよ」

Ｂさん「罰金が100倍になるというのと同じで、ドライバーに
ついても、当たり前のことをキチンと実行しなけれ
ば、そのツケは結局ドライバー自身にはね返ってくる
ということだね」

●羽ばたく新年を迎えよう
Ａさん「ところで、今年を象徴する漢字として『金』が選ばれ

たね」
Ｂさん「オリンピックの年には『金』が選ばれやすいそうだけ

ど、『きん』と読むか、『かね』と読むかで、印象は全
く変わってくるよね」

Ａさん「どちらに読んでも、今年を表しているということだろ
うな」

Ｂさん「でも、来年、そして2020年のオリンピックを考える
と、『きん』と読みたいね」

Ａさん「『きん』という言葉で思い浮かぶのは、先月退職した
大先輩のことだね。40年間無事故・無違反、これはま
さに『金字塔』だよ」

Ｂさん「送別会の時の言葉が印象に残ってるね。無事故の秘
訣はと聞かれて、『自分がやってきたのは、安全確認
などの当たり前のことを省略をしない、一日の運転
を振り返る、体調を維持する、この3つだ。秘訣でも
なんでもない』と言っていた」

Ａさん「魔法のクスリなんかないってことだね」
Ｂさん「続けてくださいよって言うと、『もう自分はハンドル

定年だ。これからは、君たちが頑張らなくちゃいけな
い』って言われたよ」

Ａさん「ボクもそう言われた。いなくなるのは寂しいけれ
ど、『サル者は追わず』というし、我々にできること
は、大先輩が残した遺産を受け継いでいくことだ
よ」

Ｂさん「そうだね。来年はトリ年。もっと羽ばたいていけたら
いいね」

Ａさん・Ｂさん「それでは皆様、残り少ない今年を無事故で乗
りきり、羽ばたく新年を迎えましょう」

　

12
月
15
日
、
第
45
回
物
流

政
策
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

官
・
労
・
使
の
代
表
が
一
堂

に
会
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
係
る
諸
課
題
の

改
善
に
向
け
て
協
議
を

行
っ
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
行
政

か
ら
国
土
交
通
省
自
動

車
局
、
労
働
関
係
団
体

か
ら
全
日
本
運
輸
産
業

労
働
組
合
連
合
会
（
運

輸
労
連
）、
全
国
交
通

運
輸
労
働
組
合
総
連
合

（
交
通
労
連
）、
全
日

本
建
設
交
運
一
般
労
働

組
合
（
建
交
労
）、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
全
ト
協
の
星
野
良

三
会
長
、
運
輸
労
連
の
難
波

淳
介
中
央
執
行
委
員
長
、
国

交
省
の
藤
井
直
樹
自
動
車
局

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
星
野
会

長
は
「
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
長
時
間
労
働
の
改

善
が
喫
緊
の
課
題
。
昨
年
設

置
さ
れ
た
、
中
央
お
よ
び
全

都
道
府
県
の
『
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労

働
時
間
改
善
協
議
会
』で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
係
る
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
や
適
正
運
賃
・
料

金
収
受
に
係
る
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
我
々
全
ト
協
と
し

て
も
、
同
協
議
会
に
全
精
力

を
傾
注
し
て
、
実
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
ま
ず
国
交

省
自
動
車
局
の
加
藤
進
貨
物

課
長
が
、
同
協
議
会
を
は
じ

め
と
し
た
取
引
環
境
や
労
働

時
間
の
改
善
に
関
す
る
取
り

組
み
の
進
捗
状
況
、
準
中
型

免
許
制
度
、
予
算
・
税
制
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
運
輸
労
連
、
交
通

労
連
、
建
交
労
か
ら
の
意
見

と
要
望
を
受
け
、
国
交
省
自

動
車
局
の
加
藤
貨
物
課
長
、

平
井
隆
志
安
全
政
策
課
長
お

よ
び
全
ト
協
が
回
答
し
た
。

　

引
き
続
き
、
労
働
環
境
の

改
善
を
は
じ
め
と
し
た
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く

諸
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
、
今
後
も
三

者
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。

９
０
３
３
事
業
所
を
認
定

総
認
定
事
業
所
数
は
２
万

３
４
１
４
事
業
所
に

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

新
１
２
６
７
事
業
所
（
同
４

年
間
）、
４
回
目
更
新
１
４
７

７
事
業
所
（
同
４
年
間
）。

こ
れ
に
よ
り
、
25
年
度
、
26

年
度
お
よ
び
27
年
度
に
認
定

し
た
１
万
４
３
８
１
事
業
所

（
12
月
15
日
現
在
、
28
年
度

の
更
新
申
請
事
業
所
を
除

く
）
と
合
わ
せ
て
、
安
全
性

優
良
事
業
所
は
２
万
３
４
１

４
事
業
所
と
な
っ
た
。

　

全
ト
協
で
は
、
Ｇ
マ
ー
ク

認
定
事
業
所
の
一
層
の
拡
大

に
向
け
て
、
認
定
事
業
所
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
拡
充
、

荷
主
団
体
等
に
対
す
る
認
定

事
業
所
の
利
用
促
進
、
巡
回

指
導
時
等
に
お
け
る
積
極
的

な
普
及
促
進
活
動
等
に
努
め

て
い
く
。

申
請
受
付
・
認
定
数
が　

　
　
　
過
去
最
高
を
記
録

第
32
回
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会

　

第
32
回
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会

（
委
員
長
：
野
尻
俊
明
流

通
経
済
大
学
学
長
）
が
12
月

14
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
と
し
て
、
①
安
全
性

優
良
事
業
所
に
係
る
認
定
の

自
主
返
納
②
平
成
28
年
度
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
の
実
施
状
況
③
28

年
度
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
事
業
に
係
る
申

請
事
業
所
の
評
価
―
―
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
28
年
度
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
に
つ
い

て
は
、
26
年
に
大
手
運
送
会

社
に
よ
る
多
く
の
申
請
が
あ

り
、
そ
の
際
に
認
定
さ
れ
た

事
業
所
が
今
年
度
に
初
回
更

新
申
請
を
行
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
今
年
度
は
申
請
受
付

数
９
３
１
６
件
・
認
定
数
９

０
３
３
件
と
い
ず
れ
も
過
去

最
高
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

29
年
度
は
４
回
目
更
新
事
業

所
が
存
在
し
な
い
た
め
、
申

請
数
は
減
少
す
る
見
込
み
で

25
事
業
者（
１
２
２
事
業
所
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
を
認
定

総
認
定
事
業
者
数
は
３
７
６

事
業
者︵
１
９
６
４
事
業
所
︶

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
８
日
、
制
度
３
年
目
と

な
る
「
引
越
事
業
者
優
良
認

あ
る
。

　

な
お
、
12
月
15
日
に
今
年

度
認
定
事
業
所
が
決
定
し
た

こ
と
に
伴
い
、
全
国
貨
物
自

動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施

機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
、
今
後
「
不
認

定
事
業
所
か
ら
の
弁
明
の
受

付
及
び
審
査
」「
認
定
事
業

所
に
対
す
る
再
評
価
の
実

施
」
等
を
行
っ
て
い
く
。

定
（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
制

度
」
の
平
成
28
年
度
認
定
事

業
者
を
発
表
し
た
。

　

同
制
度
は
、
消
費
者
に
安

心
・
安
全
な
引
越
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
の
情
報

を
提
供
し
、
引
越
に
お
け
る

苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
26

年
度
に
創
設
。

引
越
事
業
者
ま

た
は
引
越
事
業

者
で
構
成
す
る

共
通
の
引
越
サ

ー
ビ
ス
名
称
を

使
用
す
る
グ
ル

ー
プ
を
認
定
の

単
位
と
し
て
、

客
観
的
に
評
価

・
認
定
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
年
度
は
、31
事
業
者（
１

３
２
事
業
所
）
が
申
請
し
、

そ
の
う
ち
25
事
業
者
（
１
２

２
事
業
所
）
が
新
た
に
認
定

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
認
定
さ
れ
た
事
業
者

と
合
わ
せ
て
３
７
６
事
業
者

（
１
９
６
４
事
業
所
）
が
「
引

越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
」
と

し
て
認
定
を
受
け
、
車
両
の

ス
テ
ッ
カ
ー
や
宣
伝
媒
体
な

ど
に
「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」

を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　

な
お
、「
引
越
安
心
マ
ー

ク
事
業
者
」
は
、
共
通
の
引

越
サ
ー
ビ
ス
名
称
内
の
全
て

の
利
用
者
か
ら
の
相
談
等
を

受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置

し
、
全
ト
協
の
お
客
様
対
応

窓
口
で
あ
る
「
引
越
安
心
相

談
窓
口
」
と
連
携
し
て
、
約

款
や
関
係
法
令
な
ど
に
沿
っ

た
お
客
様
対
応
を
行
う
た

め
、
来
年
１
月
16
日
〜
３
月

７
日
に
、
全
ト
協
が
開
催
す

る
「
お
客
様
対
応
責
任
者
研

修
会
議
」
に
出
席
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

同
会
議
の
日
程
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

　
「
27
年
度
事
業
実
績
評
価
」

に
つ
い
て
は
、
全
ト
協
事
務

局
か
ら
事
業
実
績
の
説
明
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
委
員
に
よ

る
質
疑
を
経
て
評
価
を
実

施
。
そ
の
後
、
各
委
員
か
ら

の
評
価
結
果
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
審
議
の
上
で
総
合
評

価
が
決
定
さ
れ
た
。
な
お
、

評
価
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
段

階
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
27
年
度
事
業
実
績
評
価
」

に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

　

輸
送
の
安
全
の
確
保
①
交

通
事
故
防
止
＝
Ｂ
▽
同
②
労

災
事
故
防
止
＝
Ａ
▽
同
③
健

康
起
因
事
故
防
止
＝
Ａ
▽
事

業
適
正
化
①
巡
回
指
導
＝
Ａ

▽
同
②
安
全
性
評
価
事
業
＝

Ａ
▽
輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善
・

向
上
①
輸
送
相
談
・
引
越
優

良
認
定
＝
Ａ
▽
同
②
資
金
融

通
支
援
＝
Ａ
▽
災
害
時
緊
急

輸
送
体
制
の
整
備
＝
Ａ

　

な
お
、
環
境
の
保
全
（
Ｃ

Ｏ
２
削
減
）
の
項
目
に
つ
い
て

は
、
今
年
８
月
に
国
の
統
計

デ
ー
タ
で
あ
る
自
動
車
燃
料

消
費
量
統
計
が
遡
っ
て
修
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
も
同
様
に
修
正
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
実
績
評
価

に
つ
い
て
は
行
わ
な
い
と
さ

れ
た
。

所
を
認
定
し
た
。

　

今
年
度
認
定
事
業
所
の
内

訳
は
、
新
規
申
請
１
７
６
１ 

事
業
所
（
有
効
期
間
２
年

間
）、
初
回
更
新
２
３
９
６ 

事
業
所
（
同
３
年
間
）、
２

回
目
更
新
２
１
３
２
事
業
所

（
同
４
年
間
）、
３
回
目
更

平
成
27
年
度
事
業　
　
　

　
実
績
評
価
な
ど
を
審
議

出
捐
金
事
業
評
価
機
関
会
議

　

第
11
回
運
輸
事
業
振
興
助

成
交
付
金
出
捐
金
事
業
評
価

機
関
会
議
（
委
員
長
＝
杉
山

武
彦
（
公
財
）
高
速
道
路
調

査
会
理
事
長
）
が
12
月
15
日

に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
平
成

27
年
度
出
捐
金
事
業
に
係
る

実
績
評
価
と
、
29
年
度
事
業

計
画
骨
子
（
案
）
の
審
議
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
実
績
評

価
に
先
立
ち
、
評
価
基
本
方

針
の
実
情
に
合
わ
せ
た
内
容

へ
の
改
正
に
つ
い
て
審
議
が
行

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12

月
15
日
、「
平
成
28
年
度
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）」
の
評
価
を
決
定
し
、

平
成
28
年
度
安
全
性
優
良
事

業
所
と
し
て
９
０
３
３
事
業

▽
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所

認
定
ロ
ゴ
マ
ー
ク

平
成
29
年
か
ら
新
デ
ザ
イ
ン

　

全
ト
協
は
同
日
、
安
全
性

優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事

業
所
）
の
認
定
マ
ー
ク
を
、

平
成
29
年
か
ら
新
デ
ザ
イ
ン

に
変
更
す
る
こ
と
を
発
表
し

た︵
図
︶。
新
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

有
効
期
限
を
簡
潔
に
ま
と
め

て
拡
大
し
、
分
か
り
や
す
く

標
示
。
新
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
28
年
度
認

定
事
業
所
分
か
ら
採
用
さ
れ

る
。

　

な
お
、
従
来
の
ス
テ
ッ
カ

ー
は
、
有
効
期
間
内
で
あ
れ

ば
引
き
続
き
使
用
可
能
。

第11回運輸事業振興助成交付金出捐金事業評
価機関会議（12月15日、全ト協）

第32回貨物自動車運送事業安全性評価委員会
（12月14日、全ト協）

第
45
回
物
流
政
策
懇
談
会

︵
12
月
15
日
、
全
ト
協
︶

図　認定マークの新デザイン

官・労・使
が
業
界
を
取
り
巻
く

　

 
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

第
45
回
物
流
政
策
懇
談
会
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今
年
の
最
後
の
コ
ラ
ム
に
な
っ

た
。
こ
の
１
年
間
に
取
材
や
そ
の

他
で
多
く
の
経
営
者
に
お
会
い
し

た
。
雑
談
な
ど
も
含
め
て
ど
ん
な

話
題
が
多
か
っ
た
か
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ

め
従
業
員
の
労
働
条
件
改
善
の
話

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
中
央

な
ら
び
に
地
方
協
議
会
や
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
改
め
て
言

及
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
た

だ
言
え
る
こ
と
は
、「
そ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
背
景
に
あ
る
か
ら
、

労
働
時
間
の
短
縮
や
給
与
水
準
の

改
善
な
ど
に
対
す
る
意
識
が
よ
り

高
ま
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
協
議

会
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
意
義
が

実
感
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
業
界
全
体
で
労
働

時
間
短
縮
や
給
与
水
準
向
上
へ
の

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。
だ

が
一
方
で
は
、
そ
の
よ

う
な
認
識
が
希
薄
な
経

営
者
が
一
部
に
存
在
す

る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。
ま
た
、
最
近
感
じ

る
の
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
条
件
を
改
善
す

る
た
め
に
は
、
労
使
と

も
に
既
成
概
念
の
払
拭

が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
労
働

条
件
の
改
善
を
実
現
す
る
に
は
、

従
来
か
ら
の
発
想
の
転
換
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

具
体
的
な
例
を
挙
げ
よ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
の
改

善
に
は
荷
主
と
事
業
者
が
協
力

し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
当

た
り
前
の
こ
と

に
対
し
て
、「
そ

ん
な
こ
と
を
言

っ
た
ら
荷
主
に

に
ら
ま
れ
て
し

ま
う
（
あ
る
い

は
取
引
を
切
ら

れ
て
し
ま
う
）」

と
い
う
考
え
の

経
営
者
も
い
る
。

経
験
的
に
言
え

ば
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
荷
主
ほ
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
条
件
の
改

善
へ
の
協
力
に
前
向
き
に
な
っ

て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
事
業
者
の

要
請
を
全
面
的
に
受
容
す
る
か

ど
う
か
は
別
だ
が
、
少
な
く
と

も
前
向
き
に
話
を
聞
い
て
は
く

れ
る
。
荷
主
に
と
っ
て
も
法
令

遵
守
は
重
要
な
経
営
課
題
だ

し
、
安
定
的
に
物
流
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
自
社
が
困
る

こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　

む
し
ろ
、
多
層
構
造
の
中
で
元

請
け
の
実
務
担
当
者
ク
ラ
ス
の
方

に
、「
傭
車
は
他
に
も
た
く
さ
ん

い
る
」
と
い
う
意
識
が
強
い
の
で

は
な
い
か
。待
機
時
間
に
つ
い
て
も
、

荷
主
が
直
接
セ
ン
タ
ー
を
管
理
し

て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。
事
業

者
同
士
の
取
り
組
み
で
、
待
機
時

間
の
多
く
は
短
縮
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。

　

ま
た
、
労
働
時
間
短
縮
や
労

働
負
荷
軽
減
の
方
策
の
１
つ
と
し

て
中
継
輸
送
が
あ
る
。
当
コ
ラ
ム

で
も
以
前
に
書
い
た
が
、
最
も
難

易
度
の
高
い
中
継
輸
送
は
異
な
る

荷
主
、
異
な
る
事
業
者
、
単
車
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
の
組
み

合
わ
せ
が
、
一
番
解
決
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
自
分

が
乗
務
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
を
他

人
に
運
転
さ
せ
た
く
な
い
」、
反

対
に
「
他
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務
し

た
く
な
い
」
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー

の
意
識
が
、
単
車
に
よ
る
中
継
輸

送
の
ネ
ッ
ク
の
１
つ
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
労
働
条
件
の
改

善
に
向
け
て
は
、
ま
ず
、
自
分
た

ち
の
意
識
改
革
か
ら
始
め
る
必
要

が
あ
る
よ
う
だ
。

第
176
回
労働条件改善と既成概念の払拭

【
解
説
】
ご
質
問
の
通
勤
災
害
保
護

制
度
の
取
り
扱
い
の
変
更
は
、
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
よ
る
も
の
で
、
併
せ
て
「
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
導
入
に
関
す

る
助
成
金
制
度
も
創
設
さ
れ
ま
す
。

来
年
１
月
１
日
か
ら
の
施
行
で
す
。

　

ま
ず
、
通
勤
災
害
保
護
制
度
の
変

更
内
容
に
つ
い
て
で
す
が
、
同
制
度
の

対
象
と
な
る
介
護
の
対
象
家
族
の
範

Ａ 

経
路
の
逸
脱
・
中
断
に
関

す
る「
介
護
」行
為
に
つ
い
て

対
象
家
族
の
範
囲
を
緩
和

　

通
勤
災
害
保
護
制
度
の
取
り

扱
い
が
変
わ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

 第127回 

通勤災害保護制度が改
正されるそうだが、具
体的な内容は

囲
が
緩
和
さ
れ
、「
同
居
、か
つ
扶
養
」

の
要
件
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
ご
説
明
し
ま
す

と
、
今
年
３
月
、
雇
用
保
険
法
が
改

正
さ
れ
た
の
に
伴
い
同
法
施
行
規
則

が
改
正
さ
れ
、
世
帯
構
造
の
変
化
等

を
背
景
に
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に

よ
る
介
護
休
業
を
取
得
で
き
る
対
象

家
族
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
現

行
制
度
で
は
家
族
の
う
ち
配
偶
者
、

父
母
（
配
偶
者
の
父
母
も
含
む
）、

子
以
外
の
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫

に
つ
い
て
は
「
同
居
、
か
つ
扶
養
し

て
い
る
」
こ
と
が
対
象
の
条
件
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
同
居
・
扶

養
要
件
が
撤
廃
さ
れ
た
の
で
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
労
災
保
険
法

で
は
、
労
働
者
の
通
勤
に
よ
る
負
傷
、

疾
病
、障
害
ま
た
は
死
亡
に
つ
い
て
は
、

通
勤
災
害
と
し
て
保
険
給
付
の
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
者

が
通
勤
の
経
路
を
逸
脱
・
中
断
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
後
の
移
動
は
原
則

と
し
て
通
勤
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
逸
脱
・
中
断
が
「
日
常
生

活
上
必
要
な
行
為
」
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
合
理
的
な
経
路
に
復
帰
後

の
移
動
は
通
勤
に
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
日
常
生
活
上
必
要
な
行
為
」

の
対
象
と
し
て
、
労
災
保
険
法
施
行

規
則
で
は
、
一
定
の
家
族
の
介
護
を

認
め
て
お
り
、
そ
の
家
族
の
範
囲
は

育
児
・
介
護
休
業
法
の
対
象
家
族
と

同
じ
範
囲
で
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
こ
の
対
象
家
族
に
つ
い
て

同
様
の
措
置
が
取
ら
れ
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
の
導
入
支
援
に
つ
い
て
で
す

が
、
同
制
度
は
終
業
時
刻
か
ら
次
の

始
業
時
刻
ま
で
の
間
隔
（
イ
ン
タ
ー

バ
ル
）
の
時
間
を
一
定
以
上
確
保
す

る
と
い
う
も
の
で
、
長
時
間
労
働
に

対
す
る
有
効
な
改
善
策
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の

「
平
成
27
年
度
過
労
死
等
に
関
す
る

実
態
把
握
の
た
め
の
社
会
面
の
調
査

研
究
事
業
」
に
よ
る
調
査
結
果
で
は
、

同
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
わ

ず
か
２
・
２
％
で
、
導
入
を
予
定
し

た
り
検
討
し
た
り
し
て
い
る
企
業
も

８
・
６
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

今
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ニ

ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
は
、

長
時
間
労
働
を
減
ら
し
過
労
死
を
な

く
す
た
め
、
同
制
度
を
積
極
的
・
自

発
的
に
導
入
す
る
企
業
へ
の
支
援
策

が
新
た
に
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
職
場
意
識
改
善

助
成
金
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
導

入
コ
ー
ス
（
仮
称
）」
と
し
て
、
中

小
事
業
主
の
新
規
導
入
の
促
進
を
目

標
に
、
就
業
規
則
等
の
作
成
・
変
更

費
用
、
研
修
費
用
、
労
務
管
理
用

機
器
等
の
導
入
・
更
新
費
用
な
ど
が

助
成
対
象
に
な
り
ま
す
。
助
成
は
50

万
円
を
上
限
に
、
費
用
の
４
分
の
３

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

弊
社
は
、
今
年
１
月
に
、
い

す
ゞ
自
動
車
㈱
様
が
製
造
し

た
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
国
産
１
号

車
︵
写
真
︶
を
導
入
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
関
係
す
る
皆
様
の
全

面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
東
京
都
か
ら
新
潟
県
、
長

野
県
へ
定
期
運
行
し
、
運
送
会

社
に
与
え
ら
れ
た
社
会
的
使
命

で
あ
る
『
国
民
生
活
に
必
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
』
や
、

企
業
活
動
に
必
要
な
『
原
材

料
の
輸
送
』
等
の
運
送
を
支
障

な
く
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
が
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
導

入
を
決
め
た
背
景
に
は
、
常
に

お
客
様
の
立
場
を
尊
重
し
た

『
顧
客
第
一
主
義
』
を
企
業

理
念
に
掲
げ
、
よ
り
お
役
に
立

て
る
物
流
業
者
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
環
境

対
策
も
そ
の
一
環
で
あ
り
ま

す
。

　

環
境
優
良
車
の
導
入
を
積

極
的
に
実
施
し
、
乗
務
員
は
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
心
が
け
、
公
共

の
道
路
を
使
用
さ
せ
て
も
ら
っ

て
商
売
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
、
有
害
な
ガ
ス
を
排
出

し
国
民
に
迷
惑
と
損
失
を
与
え

な
い
と
い
う
創
業
者
の
志
を
歴

代
の
経
営
者
が
し
っ
か
り
受
け

継
い
で
、
環
境
保
全
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。（
一
社
）

日
本
ガ
ス
協
会
の
「
大
型
Ｃ
Ｎ

Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
普
及
推
進
事
業
」

に
賛
同
し
、
改
造
し
た
大
型
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、

冬
場
の
厳
し
い
会
津
若
松
〜
東

京
間
を
運
行
し
た
結
果
、
弊

社
の
主
力
で
あ
る
軽
油
を
燃
料

と
す
る
運
行
車
と
比
較
し
て

も
、
大
き
な
支
障
が
な
い
と
い

う
確
証
を
得
た
こ
と
も
大
き
な

要
因
で
す
。

　

車
両
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

日
本
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
様
（
大
型

Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
を
活
用
し
た

低
炭
素
中
距
離
貨
物
輸
送
の

モ
デ
ル
構
築
事
業
共
同
申
請

者
）、東
京
ガ
ス
㈱
様
、（
一
財
）

環
境
優
良
車
普
及
機
構
様
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
車
両
の
運
行
に
つ
い
て
は

今
年
２
月
よ
り
開
始
さ
れ
、
通

過
す
る
東
京
都
、
埼
玉
県
、

群
馬
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、

新
潟
県
内
の
い
す
ゞ
自
動
車
㈱

様
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
の
も
と
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
順
調
に
走
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
行
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
が
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
に
取
っ
て
代
わ
り
更
な
る

拡
大
を
図
る
た
め
は
、
荷
主
企

業
様
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
、
環
境
優
良
車
を
積
極
的
に

導
入
し
て
い
る
企
業
に
業
務
委

託
す
る
な
ど
関
心
を
も
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
大
切
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
排

ガ
ス
に
よ
る
環
境
破
壊
の
防
止

を
真
剣
に
考
え
て
い
る
関
係
者

が
連
携
し
、
よ
り
環
境
に
優
し

い
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
が
進
歩
し
、
普
及

す
る
た
め
、
弊
社
は
微
力
な
が

ら
今
後
も
導
入
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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が
発
出
さ
れ
る
。

　

８
日
の
参
議
院
国
土
交
通

委
員
会
で
答
弁
し
た
石
井
啓

一
国
土
交
通
大
臣
は
「
脳
ド

ッ
ク
、
心
臓
ド
ッ
ク
な
ど
の

健
康
起
因
事
故
対
策
に
必
要

な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に

つ
い
て
、
事
業
者
と
し
て
取

る
べ
き
対
応
を
含
ん
だ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
い
」

と
述
べ
、
事
業
者
の
自
主
的

な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

導
入
拡
大
に
取
り
組
む
考
え

を
示
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
実
験
も

自
動
運
転
戦
略
本
部
が
初
会
合

　

国
土
交
通
省
は
12
月
９

日
、
石
井
啓
一
国
交
大
臣
を

本
部
長
と
す
る
自
動
運
転
戦

略
本
部
を
設
置
し
、
初
会
合

を
開
い
た
。

　

戦
略
本
部
で
は
、
①
車
両

に
関
す
る
国
際
的
な
技
術
基

準
②
自
動
運
転
車
の
事
故
時

の
賠
償
ル
ー
ル
③
高
齢
者
事

故
対
策
④
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走

行
の
実
証
実
験
⑤
中
山
間
地

域
に
お
け
る
道
の
駅
を
拠
点

と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

―
―
の
５
項
目
に
つ
い
て
、

事
故
調
が
報
告
書
２
件

ト
レ
ー
ラ
の
横
転
と
転
落
で

　

国
土
交
通
省
は
12
月
13

日
、
事
業
用
自
動
車
事
故
調

査
委
員
会
の
調
査
報
告
書
２

件
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対

し
て
、
再
発
防
止
策
に
取
り

組
む
よ
う
要
請
し
た
。な
お
、

報
告
書
は
、
い
ず
れ
も
ト
レ

ー
ラ
の
事
故
。

　

１
件
目
は
、
平
成
27
年
４

月
17
日
に
静
岡
県
富
士
宮
市

の
国
道
52
号
で
、
灯
油
等
を

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
て
検
討
を
進
め
、
来
夏

の
平
成
30
年
度
予
算
概
算
要

求
前
に
中
間
取
り
ま
と
め
を

行
う
。

　

会
議
で
あ
い
さ
つ
し
た
石

井
国
交
大
臣
は
「
国
際
的
な

情
勢
や
技
術
開
発
の
動
向
、

社
会
的
な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
つ
つ
、
省
を
挙
げ
て

国
際
基
準
等
の
ル
ー
ル
作

り
、
自
動
運
転
技
術
の
開
発

・
普
及
、
社
会
実
験
や
実
装

な
ど
の
取
り
組
み
を
加
速
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
想
定

物
資
輸
送
の
情
報
伝
達
訓
練

　

国
土
交
通
省
は
12
月
９

日
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
た
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
物

資
輸
送
の
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
た
。
訓
練
で
は
、
被

災
を
逃
れ
た
地
域
か
ら
被
災

地
へ
の
支
援
物
資
輸
送
に
当

た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
ほ

か
、航
空
輸
送
、鉄
道
輸
送
、

海
上
輸
送
を
想
定
し
た
。

　

政
府
の
緊
急
災
害
対
策
本

部
か
ら
の
輸
送
手
段
の
確
保

要
請
を
国
交
省
が
受
け
、
関

係
局
等
か
ら
事
業
者
等
に
連

絡
・
調
整
を
行
っ
て
支
援
物

資
を
輸
送
す
る
訓
練
で
、
関

積
載
し
た
ト
ラ
ク
タ
・
タ
ン

ク
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
が
走
行

中
、
下
り
勾
配
の
左
カ
ー
ブ

で
横
転
し
、
約
２
㍍
下
の
斜

面
に
転
落
し
た
事
故
。
こ
の

事
故
に
よ
り
運
転
者
が
死
亡

し
た
ほ
か
、
積
載
し
て
い
た

灯
油
等
が
斜
面
と
斜
面
下
の

河
川
に
漏
洩
し
た
︵
図
１
︶。

　

事
故
原
因
と
し
て
は
、
運

転
者
が
十
分
な
減
速
を
し
な

い
ま
ま
カ
ー
ブ
に
進
入
し
た

こ
と
、
事
業
者
が
タ
ン
ク
セ

ミ
ト
レ
ー
ラ
の
運
転
特
性
等

の
教
育
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

係
機
関
と
の
連
携
向
上
と
輸

送
方
法
の
検
証
が
目
的
。
同

訓
練
に
は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
も
参
加
し
た
。

　

中
部
地
方
を
重
点
受
援
県

と
設
定
し
、
発
災
後
４
〜
７

日
に
必
要
な
水（
応
急
給
水
）

46
万
立
方
㍍
、
食
料
７
２
０

０
万
食
、
毛
布
６
０
０
万
枚

な
ど
を
被
災
地
か
ら
の
要
請

を
待
た
ず
に
プ
ッ
シ
ュ
型
で
輸

送
す
る
た
め
の
情
報
を
伝
達

し
た
。
①
北
海
道
↓
静
岡
県

②
中
国
地
域
↓
宮
崎
県
③
関

東
地
域
↓
大
阪
府
④
関
東
地

域
↓
徳
島
県
―
―
な
ど
へ
の

輸
送
を
想
定
し
て
訓
練
し
た
。

こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
再
発
防

止
策
と
し
て
、
運
行
管
理
者

に
対
し
、
安
全
運
行
に
必
要

な
指
示
を
行
う
よ
う
求
め
た

ほ
か
、
事
業
者
に
対
し
、
適

性
診
断
結
果
を
活
用
し
た
個

別
指
導
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
映
像
を
活
用
し
た
危

険
予
知
訓
練
な
ど
を
行
う
よ

う
促
し
た
。

　

２
件
目
の
事
故
は
、
27
年

６
月
29
日
に
神
奈
川
県
足
柄

下
郡
箱
根
町
の
国
道
１
号

（
箱
根
新
道
）
で
、
ト
ラ
ク

タ
・
コ
ン
テ
ナ
セ
ミ
ト
レ
ー

ラ
が
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
を

積
載
し
て
走
行
中
、
長
い
下

り
坂
の
先
の
右
カ
ー
ブ
を
曲

が
り
き
れ
ず
に
左
側
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
突
き
破
り
、
約

40
㍍
下
の
県
道
に
転
落
し
た

事
故
。
運
転
者
が
死
亡
し
た

ほ
か
、
ト
ラ
ク
タ
と
ト
レ
ー

ラ
が
分
離
し
、
ト
ラ
ク
タ
か

ら
火
災
が
発
生
し
た︵
図
２
︶。

　

事
故
原
因
は
、
運
転
者
が

下
り
坂
で
フ
ッ
ト
ブ
レ
ー
キ

を
多
用
し
た
こ
と
で
フ
ェ
ー

ド
現
象
が
発
生
し
、
十
分
な

制
動
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
し
た
ほ
か
、

始
業
点
呼
を
実
施
せ
ず
、
必

要
な
指
示
や
指
導
教
育
を
行

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

あ
げ
た
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
、
運

行
管
理
者
は
点
呼
の
際
に
運

転
者
に
対
し
、
下
り
坂
な
ど

道
路
の
特
徴
や
注
意
を
要
す

る
情
報
の
指
示
を
行
う
よ
う

求
め
た
ほ
か
、
事
業
者
に
実

践
的
な
指
導
教
育
を
行
う
よ

う
求
め
た
。

荷
主
所
管
省
庁
に
も
要
請

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
取
引
条
件
改
善

　

国
土
交
通
省
の
根
本
幸
典

大
臣
政
務
官
は
12
月
１
日
、

農
林
水
産
省
の
細
田
健
一
大

臣
政
務
官
に
、
同
月
６
日
に

は
経
済
産
業
省
の
松
村
祥
史

副
大
臣
に
対
し
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
取
引
条
件
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
荷
主
企
業
に
対
し
て

も
働
き
か
け
る
よ
う
要
請
し

た
。
根
本
国
交
大
臣
政
務
官

は
11
月
22
日
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
対
し
、
元
請
け

と
下
請
け
間
の
適
正
取
引
推

進
の
た
め
の
自
主
行
動
計
画

を
策
定
す
る
よ
う
要
請
し
た

が
、
荷
主
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
な
た
め
、
荷
主

関
係
省
庁
に
対
し
て
も
要
請

を
行
っ
た
。

　

燃
料
価
格
等
の
変
動
分
が

考
慮
さ
れ
な
い
価
格
決
定
の

禁
止
な
ど
価
格
決
定
方
法
の

適
正
化
、
荷
待
ち
待
機
時
間

費
用
な
ど
コ
ス
ト
負
担
の
適

正
化
、
契
約
の
相
手
方
・
方

法
の
適
正
化
、
長
時
間
労
働

の
削
減
な
ど
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
請

し
た
。

疾
病
運
転
防
止
法
が
成
立

脳
ド
ッ
ク
等
検
査
導
入
拡
大
へ

　

旅
客
、
貨
物
の
事
業
用
自

動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
、

運
転
者
の
疾
病
運
転
防
止
の

た
め
の
措
置
を
義
務
付
け
る

道
路
運
送
法
及
び
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
改
正
案
が

12
月
９
日
の
参
議
院
本
会
議

で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。

　

改
正
法
で
は
、
事
業
者
に

対
し
、
過
労
運
転
の
防
止
措

置
と
と
も
に
、「
運
転
者
が

疾
病
に
よ
り
安
全
な
運
転
が

で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状

態
で
運
転
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
医
学
的

知
見
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
法

律
上
明
記
し
、
疾
病
運
転
防

止
措
置
も
義
務
付
け
た
。
違

反
し
た
場
合
は
、
是
正
命
令

﹁
従
業
員
の
労
働
時
間
と

働
き
方
﹂

調
査
研
究
へ
協
力
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

労
働
者
を
対
象
に
、「
従
業

員
の
労
働
時
間
と
働
き
方
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査

を
実
施
す
る
。
対
象
は
無
作

為
に
抽
出
さ
れ
た
４
０
０
０

社
お
よ
び
各
企
業
の
ド
ラ
イ

バ
ー
４
万
人
。
同
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
の
送
付
は
平
成
29
年

１
月
上
旬
を
予
定
し
て
お

り
、
１
月
23
日
㈪
ま
で
の
返

信
を
求
め
て
い
る
。
近
年
、

図 1　事故状況図

図２　事故状況図

わ
が
国
で
過
労
死
等
が
多
発

し
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る

中
、
平
成
26
年
11
月
に
「
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
、
28
年
10
月
に

は
「
過
労
死
等
防
止
対
策
白

書
」
が
公
表
さ
れ
た
が
、
過

労
死
等
に
関
す
る
実
態
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
把

握
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
た
め
同
省
で
は
、
従

業
員
の
労
働
実
態
や
健
康
状

態
、
過
重
労
働
の
防
止
の
た

め
の
課
題
等
に
つ
い
て
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

27
年
度
か
ら
同
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

 

障
害
者
雇
用
促
進
法
の

一
部
改
正

厚
労
省
が
内
容
を
周
知

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た「
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」の
内
容
に
つ
い
て
、

そ
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

同
法
は
、
雇
用
の
分
野
に

お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
差

別
の
禁
止
お
よ
び
障
害
者
が

職
場
で
働
く
に
当
た
っ
て
の

支
障
を
改
善
す
る
た
め
の
措

置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
精

神
障
害
者
を
法
定
雇
用
率
の

算
定
基
礎
に
加
え
る
等
の
措

置
を
講
じ
た
も
の
。

　

改
正
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の

禁
止
、
②
合
理
的
配
慮
の
提

供
義
務
、
③
苦
情
処
理
・
紛

争
解
決
援
助
、
④
法
定
雇
用

率
の
算
定
基
礎
の
見
直
し
―

―
な
ど
。
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１
月  

19
日 

▽  

「
引
越
事
業
者
優
良
認
定
（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
制
度
」
が
、
消
費
者
関
連
専
門
家
会

議
（
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
・
坂
倉
忠
夫
理
事
長
）
か
ら
、「
消
費
者
志
向
活
動
表
彰
」
を
受
賞

 

25
日 

▽  

青
年
部
会
（
笠
原
史
久
部
会
長
）、
静
岡
県
沼
津
市
の
学
校
法
人
沼
津
学
園
・
飛
龍
高

等
学
校
（
堀
田
和
美
校
長
）
に
、
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
１
台
を
寄
贈
（
写
真
①
）

 

26
日 

▽  

「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
催
（
写
真
②
）

２
月  

12
日 
▽  

「
平
成
27
年
度
青
年
部
会
全
国
大
会
」
を
開
催

 

22
日 
▽  
青
年
部
会
、
福
岡
県
北
九
州
市
の
学
校
法
人
豊
国
学
園
・
豊
国
学
園
高
等
学
校
に
、

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
１
台
を
寄
贈

３
月  

４
日 

▽  

初
の
「
全
国
の
女
性
組
織
（
女
性
部
会
等
）
と
の
合
同
会
議
」
を
開
催

 

８
日 

▽  

国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業

用
自
動
車
の
運
転
者
に
対
し
て
行
う
指
導
及
び
監
督
の
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

案
に
関
す
る
意
見
募
集
に
つ
い
て
」
に
対
し
、
意
見
を
提
出

 

10
日 

▽  

「
第
10
回
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部
長
会
議
」、「
第
１
６
４

回
理
事
会
」
を
開
催

 

18
日 

▽  

前
日
に
広
島
県
東
広
島
市
の
山
陽
自
動
車
道
下
り
線
・
八
本
松
ト
ン
ネ
ル
内
で
発
生

し
た
追
突
多
重
衝
突
事
故
を
受
け
、
星
野
良
三
会
長
名
に
よ
る
「
安
全
運
行
の
一
層
の

徹
底
に
つ
い
て
」
を
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
と
各
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

宛
て
に
緊
急
通
達

 

28
日 

▽  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
新
卒
者
確
保
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
登
録
サ
イ
ト
を
開
設

４
月  

７
日 

▽  

国
交
省
で
開
催
さ
れ
た
「
社
会
資
本
整
備
審
議
会 

道
路
分
科
会 

第
22
回
国
土
幹
線
道

路
部
会
」（
部
会
長
・
寺
島
実
郎
（
一
財
）
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
）
に
て
、
高
速

道
路
に
お
け
る
料
金
・
整
備
に
関
す
る
要
望
事
項
等
を
説
明

 

８
日 

▽  

「
平
成
26
年
度
決
算
版
経
営
分
析
報
告
書
」
を
公
表

 

14
日 

▽  

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
発
災
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
お
よ
び
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
緊
急
物
資
輸
送
対
応
を

実
施
（
写
真
③
）

 

19
日 

▽  

坂
本
克
已
副
会
長
、
福
本
秀
爾
理
事
長
が
、
谷
垣
禎
一
幹
事
長
、
二
階
俊
博
総
務
会
長
、

稲
田
朋
美
政
務
調
査
会
長
の
自
由
民
主
党
三
役
に
対
し
、
熊
本
地
震
に
係
る
緊
急
物

資
輸
送
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
。
自
民
党
に
よ
る
熊
本
県
へ
の
緊
急
支
援
物
資
輸
送

に
協
力
し
、
自
民
党
本
部
か
ら
熊
本
県
の
被
災
地
に
向
け
、
支
援
物
資
を
輸
送

５
月  

15
日 

▽  

３
月
17
日
の
山
陽
自
動
車
道
八
本
松
ト
ン
ネ
ル
で
の
２
人
死
亡
事
故
（
広
島
県
東
広
島

市
）
や
、
５
月
３
日
の
山
陽
道
母
子
３
人
死
亡
事
故
（
山
口
県
下
松
市
）
な
ど
、
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
が
渋
滞
最
後
尾
に
追
突
す
る
多
重
衝
突
事
故
が
相
次
ぎ
、
多
数
の
死
傷
者

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、「
追
突
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー
」
を
作
成
。
５
月
15
日

号
の
『
広
報
と
ら
っ
く
』
に
刷
り
込
み
、
事
業
所
へ
の
掲
出
を
呼
び
か
け
る

 

18
日 

▽  

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
眞
鍋
博
俊
会
長
）
が
整
備
を
進
め
て
い
た
「
北
九
州
緊
急
物

資
輸
送
セ
ン
タ
ー
」（
福
岡
県
北
九
州
市
）
が
完
成
し
、
落
成
式
を
開
催

 

20
日 

▽  

星
野
良
三
会
長
が
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
住
永
豊
武
会
長
と
と
も
に
、
熊
本
県
庁
お

よ
び
熊
本
市
役
所
を
訪
問
し
、蒲
島
郁
夫
知
事
と
大
西
一
史
市
長
と
そ
れ
ぞ
れ
面
談（
写

真
④
）

６
月  

２
日 

▽  

「
第
１
６
５
回
理
事
会
」
を
開
催

  

９
日 

▽  

中
国
交
通
運
輸
部（
日
本
の
国
土
交
通
省
に
相
当
）か
ら
研
修
生
６
人
の
訪
問
を
受
け
、

懇
談
会
を
実
施

 

17
日 

▽  

平
成
28
年
度
「
第
１
回
青
年
部
会
正
副
部
会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
新
部
会
長
に

山
本
明
徹
氏
が
就
任

 

30
日 

▽
「  

第
92
回
通
常
総
会
」、「
第
１
６
６
回
理
事
会
」
を
開
催

１
月  

15
日 

▽  

軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
発
生
。
国
土
交
通
省
は
22
日
に
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事

故
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
29
日
に
初
会
合
を
開
催

 

25
日 

▽  

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用
し
た
特
車
ゴ
ー
ル
ド
制
度
開
始

２
月  

２
日 

▽  

政
府
、「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
物
流
総
合

効
率
化
法
）
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出

 

19
日 

▽  

国
交
省
と
厚
生
労
働
省
、「
第
３
回
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
中
央
協
議
会
及
び
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
」（
座
長
・

野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学
長
）
を
開
催

 

24
日 

▽  

国
交
省
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
貨
物
輸
送
実
験
を
実
施

３
月  

１
日 

▽  

国
交
省
自
動
車
局
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
た
め
の
車
両
の
移
動
等

に
関
す
る
取
扱
い
の
特
例
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
通
知
を
発
出
し
、
特
例
の
取

り
扱
い
を
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
延
長

 

４
日 

▽  

国
交
省
、
全
ト
協
に
対
し
、
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
・
オ
イ
ル
不
良
に
よ
る
火
災
事

故
防
止
の
徹
底
を
求
め
る
通
達
を
発
出

 

７
日 

▽  

国
交
省
、石
井
啓
一
国
交
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
生
産
性
革
命
本
部
」
を
設
置
、

初
会
合
を
開
催

 

11
日 

▽  

政
府
の
中
央
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
・
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
）、
今
後

５
年
間
の
我
が
国
の
交
通
安
全
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
第
10
次

交
通
安
全
基
本
計
画
」
を
策
定

 

25
日 

▽  

東
日
本
、
中
日
本
、
西
日
本
の
高
速
道
路
会
社
３
社
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載
器
購

入
助
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
具
体
的
な
内
容
を
発
表
。
先
着
45
万
台
に
１
万
円
を
助

成

 

28
日 

▽  

中
日
本
高
速
道
路
㈱
、
中
央
自
動
車
道
下
り
線
の
多
治
見
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
か
ら
小
牧
東
Ｉ
Ｃ
間
の
登
坂
区
間
（
約
３
・
７
㌔
㍍
）
で
、
右
側
付
加
車
線

方
式
の
試
行
運
用
を
開
始

 

29
日 

▽  

国
交
省
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
急
病
等
に
よ
り
運
転
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、

自
動
車
を
自
動
で
停
車
さ
せ
る
「
ド
ラ
イ
バ
ー
異
常
時
対
応
シ
ス
ム
」
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
世
界
に
先
駆
け
て
策
定

４
月  
１
日 

▽  

自
動
車
登
録
番
号
標
、
車
両
番
号
標
等
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
を
カ
バ
ー
な
ど

で
覆
う
こ
と
を
禁
止
す
る
ほ
か
、
一
定
の
位
置
・
方
法
に
お
い
て
表
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
道
路
運
送
車
両
法
及
び
自
動
車
検
査
独
立
行

政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
27
年
法
律
第
44
号
）
の
規
定
が
施

行

  
 

▽  

首
都
高
な
ど
の
首
都
圏
高
速
道
路
料
金
、
新
料
金
体
系
へ

  
 

▽  

国
交
省
、
大
型
車
誘
導
区
間
を
約
７
０
０
㌔
㍍
追
加
し
、
運
用
を
開
始

  
 

▽  

国
交
省
、「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対
し
て
行

う
指
導
及
び
監
督
の
指
針
」
の
一
部
を
改
正
し
、
公
布

 

11
日 

▽  

国
交
省
、「
国
土
交
通
省
生
産
性
革
命
本
部
」
第
２
回
会
合
を
開
催
し
、
生
産
性

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
２
弾
を
選
定

 

14
日 

▽  

21
時
26
分
頃
、
熊
本
県
熊
本
地
方
で
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
発
生
。
政
府
、「
非

常
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
。
16
日
１
時
25
分
頃
に
は
、
本
震
が
発
生

 

25
日 

▽  

政
府
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
を
激
甚
災
害
に
指
定

５
月  

13
日 

▽  

国
交
省
、
交
通
政
策
白
書
を
ま
と
め
、
発
表

 

23
日 

▽  

国
交
省
、
生
産
性
革
命
に
つ
い
て
日
本
経
済
団
体
連
合
会
と
の
懇
談
会
を
開
催

６
月  

１
日 

▽  

国
交
省
、「
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会
第
13
回
物
流
小

委
員
会
」（
委
員
長
・
根
本
敏
則
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
）
を
開
催
。
28
年
度
か

ら
開
始
す
る
「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
実
証
実
験
」
に
関
す
る
方
針
を
と
り
ま
と

め

 

３
日 

▽  

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引
委
員
会
、
厚
労
省
と
の
間
で
運
用
し
て
い
る
、
中
小
事

業
者
保
護
の
た
め
の
通
報
制
度
の
拡
充
を
発
表

 

10
日 

▽  

国
交
省
、「
平
成
27
年
度
国
土
交
通
白
書
」
を
閣
議
で
配
布

⇦
①

⇦
②

⇦
③

⇦
④

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

運
輸
関
係
行
政
等
の
主
な
動
向

この１年 （肩書は当時）

回 顧
平成28年（2016年）
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７
月  

13
日 

▽  

「
第
47
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
各
部
門
優
勝
者
が
、
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問
（
写
真
⑤
）

 

14
日 

▽  

「
第
２
１
７
回
常
任
理
事
会
・
第
１
６
７
回
理
事
会
合
同
会
議
」
を
開
催
。
千
原
武
美

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
、
小
林
幹
愛
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
新
た
に
副
会

長
に
就
任

 

22
日 

▽  

星
野
良
三
会
長
、
坂
本
克
已
副
会
長
、
小
幡
鋹
伸
副
会
長
、
福
本
秀
爾
理
事
長
が
麻

生
太
郎
財
務
大
臣
に
高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継
続
を
要

望

８
月  
２
日 

▽  

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
を
受
け
た
熊
本
・
大
分
両
県
の
会
員
事
業
者
に
対

す
る
見
舞
金
等
と
し
て
、
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
集
ま
っ
た
９
３
０
０
万
円
を
両

協
会
に
贈
呈

  

３
日 
▽  
青
年
部
会
（
山
本
明
徹
部
会
長
）
が
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の
義
援
金
に
よ
る
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
熊
本
県
内
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
２
０
０
０
人
を
無
料
招
待

す
る
イ
ベ
ン
ト
「
夏
だ
!!　

み
ん
な
で
プ
ー
ル
に
行
こ
う
!!　

〜
日
本
は
ひ
と
つ　

み

ん
な
を
笑
顔
に
し
た
く
て
〜
」
を
開
催

 

23
日 

▽  

坂
本
克
已
副
会
長
と
福
本
秀
爾
理
事
長
が
、石
川
雄
一
国
土
交
通
省
道
路
局
長
に
対
し
、

高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
に
つ
い
て
、
従
来
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
へ
の
経
過

措
置
を
当
面
の
間
延
長
す
る
よ
う
要
望

９
月  

１
日 

▽  

「
公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
防
災
業
務
計
画
」
を
策
定

 

２
日 

▽  

台
風
10
号
に
よ
る
被
害
に
伴
い
、
国
交
省
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
力
確
保
に
つ
い
て
の

協
力
要
請
を
受
け
、
北
海
道
・
岩
手
県
・
山
形
県
に
緊
急
支
援
物
資
輸
送
を
実
施

10
月  

３
日 

▽  

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
開
発
・
運
用
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合

会
と
と
も
に
平
成
28
年
度「
情
報
化
月
間
」に
お
け
る
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞（
写

真
⑥
）

 

６
日 

▽  

鳥
取
県
米
子
市
の
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
で
「
第
21

回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
」
を
開
催
（
写
真
⑦
）

 

11
日 

▽  

中
小
企
業
庁
よ
り
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
に
基
づ
く
「
事
業
分
野
別
経
営
力
向

上
推
進
機
関
」
に
認
定
さ
れ
る

 

18
日 

▽  

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
総
会
お
よ
び
公
明
党

ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
（
北
側
一
雄
会
長
）
に
、
星
野
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
全

ト
協
関
係
者
が
出
席
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
」
に
つ
い

て
説
明

 

22
日 

▽  

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
の
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
で
、

「
第
48
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
（
〜
23
日
）。
23
日

に
は
、
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
が
初
視
察
（
写
真
⑧
）。
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
井
上

誠
さ
ん
（
㈱
日
立
物
流
南
関
東 

神
奈
川
輸
送
営
業
所
）

11
月  

１
日 

▽  

「
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
完
成
記
念
式
典

を
挙
行

 

23
日 

▽  

荷
主
に
対
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お
け
る
取
引
環
境
の
改
善
と
長
時
間
労
働
の

抑
制
へ
の
理
解
・
啓
発
を
図
る
た
め
、荷
主
向
け
業
界
専
門
紙
16
紙
に
広
告
を
掲
載（
〜

12
月
２
日
）

 

28
日 

▽  

小
幡
鋹
伸
副
会
長
と
福
本
秀
爾
理
事
長
、
お
よ
び
日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

の
中
川
才
助
副
会
長
が
、
国
交
省
の
石
川
雄
一
道
路
局
長
に
対
し
、「
車
両
制
限
令
違

反
者
に
対
す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
停
止
措
置
等
の
見
直
し
」
に
関
し
て
要
望

12
月  

１
日 

▽  

「
第
１
６
８
回
理
事
会
」、「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会
議
」
を
開
催

 

８
日 

▽  

平
成
28
年
度
引
越
優
良
認
定
事
業
者
と
し
て
、25
事
業
者
（
１
２
２
事
業
所
）
を
認
定
。

総
認
定
事
業
者
数
は
３
７
６
事
業
者
（
１
９
６
４
事
業
所
）
に

 

15
日 

▽  

平
成
28
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
と
し
て
、９
０
３
３
事
業
所
を
認
定
、

総
認
定
事
業
者
数
は
２
万
３
４
１
４
事
業
所
に

 

16
日 

▽  

厚
労
省
、
全
ト
協
に
対
し
、
荷
役
作
業
に
係
る
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
求
め
る
文
書
を
発
出

 

17
日 

▽  

準
中
型
自
動
車
免
許
の
新
設
と
高
齢
運
転
者
へ
の
臨
時
認
知
機
能
検
査
と
講
習
の

実
施
を
盛
り
込
ん
だ
「
改
正
道
路
交
通
法
」
を
交
付
。
施
行
日
は
平
成
29
年
３
月

12
日
に

 

23
日 

▽  

国
交
省
、
全
ト
協
に
対
し
、
ト
レ
ー
ラ
火
災
の
未
然
防
止
に
関
す
る
注
意
事
項
に

つ
い
て
、
通
達
を
発
出

 

24
日 

▽  

国
交
省
、「
交
通
政
策
審
議
会
陸
上
交
通
分
科
会
自
動
車
部
会
技
術
安
全
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
の
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
異
常
時
に
対
応
す
る

シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
提
案

 

30
日 

▽  

国
交
省
、「
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対
す
る
指
導
・
監
督
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改

訂

７
月  

１
日 

▽  

国
交
省
、
Ｇ
マ
ー
ク
未
取
得
の
営
業
所
で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
Ｉ
Ｔ
点

呼
の
実
施
を
認
め
る
通
達
改
正
を
施
行

 
 

▽  

国
交
省
、
改
正
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
（
海
上
人
命
安
全
条
約
）
発
効
に
伴
い
、「
国
際

海
上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
に
お
け
る
安
全
輸
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
を
一
部
改
訂

 
 

▽  

「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」
施
行

 

13
日 

▽  

国
交
省
、「
第
１
回
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
」
を
開
催

８
月  

２
日 

▽  

政
府
、「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現
す
る
経
済
対
策
」
を
閣
議
決
定

 

８
日 

▽  

国
交
省
、
事
業
用
自
動
車
運
転
者
の
健
康
診
断
の
受
診
に
つ
い
て
、
遵
守
状
況
の

確
認
を
強
化
す
る
と
発
表
し
、
即
日
施
行

 

24
日 

▽  

政
府
、
平
成
28
年
度
第
２
次
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定
。「
高
速
道
路
料
金
の
大
口

・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
」
を
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
延
長
す
る
た
め
の
予
算
と

し
て
１
０
５
億
円
、
生
産
性
向
上
促
進
事
業
（
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
補
助
）
に

４
億
円
を
計
上

９
月  

７
日 

▽  

国
交
省
と
厚
労
省
、「
第
４
回
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改

善
中
央
協
議
会
及
び
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
」（
座
長
・
野
尻
俊

明
流
通
経
済
大
学
学
長
）
を
開
催

 

29
日 

▽  

国
交
省
、「
旅
客
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ　

だ
い
せ
つ
火
災
事
故
」
に
つ
い
て
、

運
輸
安
全
委
員
会
に
よ
る
事
故
調
査
の
経
過
報
告
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

全
ト
協
に
冷
蔵
冷
凍
車
の
冷
凍
機
の
電
気
系
統
の
安
全
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
請

10
月  
１
日 

▽  

「
改
正
総
合
物
流
効
率
化
法
（
物
効
法
）」
施
行

 
 

▽  

東
・
中
・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
、
首
都
高
速
道
路
㈱
、
阪
神
高
速
道
路
㈱
お
よ
び

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
の
高
速
道
路
６
社
、
車
両
制
限
令
違
反
情
報
を
共
有

し
大
口
・
多
頻
度
割
引
停
止
措
置
等
に
反
映
開
始

 

４
日 

▽  

国
交
省
、
愛
知
県
内
の
新
東
名
高
速
道
路
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
高
速
乗
合
バ
ス
に

追
突
し
、
バ
ス
運
転
者
２
人
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
全
ト

協
と
日
本
バ
ス
協
会
に
対
し
、
高
速
道
路
で
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
よ
う
文

書
で
通
知

 

７
日 

▽  

政
府
、
過
労
死
等
防
止
対
策
白
書
を
初
め
て
ま
と
め
、
閣
議
決
定

 
 

▽  

国
交
省
、
自
動
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
が
自
動
で
点
灯
す
る
「
オ
ー
ト
ラ
イ
ト
機
能
」

を
義
務
付
け
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
等
改
正

を
公
布
・
施
行

 

26
日 

▽  

国
交
省
、「
第
１
回
荷
主
と
の
連
携
や
事
業
の
共
同
化
等
に
よ
る
生
産
性
向
上
方
策

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）」（
座
長
：
増
井

忠
幸
東
京
都
市
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催

11
月  

７
日 

▽  

国
交
省
、
全
ト
協
な
ど
自
動
車
運
送
事
業
関
係
団
体
に
対
し
、
乗
務
中
の
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
禁
止
を
徹
底
す
る
よ
う
文
書
で
通
知

 

22
日 

▽  

国
交
省
根
本
大
臣
政
務
官
が
全
ト
協
に
対
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
取
引
推

進
の
た
め
の
自
主
行
動
計
画
の
策
定
を
要
請

 
 

▽  

国
交
省
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
実
験
を
開
始
。
埼
玉
県
狭
山
市
〜
愛
知
県
豊

田
市
間
（
３
３
１
㌔
㍍
）
で
１
日
２
台
、
群
馬
県
太
田
市
〜
三
重
県
鈴
鹿
市
間
（
４

８
９
㌔
㍍
）
で
１
日
４
台
の
計
６
台
を
走
行
さ
せ
る

12
月  

14
日 

▽  

国
交
省
、「
第
２
回
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
」
を
開
催

⇧
⑧

⇧
⑦

⇧
⑥

⇧
⑤ トラック年表
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　警察庁がこのほど発表した「交通事故統計（平成 28年 11月末）」に
よると、28年 11月末までの事業用トラックを第１当事者とする交通死亡事
故件数は２３２件であり、前年同期比で40件減少した（図）。
　なお、11月単月の件数は、大型車 12件（前年同期比マイナス４件）、
中型車８件（同マイナス４件）、普通車２件（同±０件）で、昨年より８件
減少して22件。年間で３００件を下回るペースで推移しており、一層の事
故防止対策の取り組みが求められる。
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図　事業用貨物車が第１当事者となる死亡事故件数の推移（平成24年～28年）

平成 24年

25年

26年

27年

28年

372
349
330
308

232

事業用トラック死亡事故件数40件減少
平成28年11月末交通事故統計 警察庁

全ト協 29年度税制改正要望事項 平成29年度与党税制改正大綱の内容
１. 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
 ⑴ 一般財源化により課税根拠を失った
 軽油引取税の旧暫定税率廃止

・ 平成21年度税制改正において軽油引取税が一般財源化された際、税率水準
の検討を行ったが、地球温暖化対策の観点、また国・地方の苦しい財政状況
を踏まえて税率水準を維持することとされた経緯等を踏まえて、検討すべきと
されており、要望は見送られた。

⑵ 自動車税の引下げ ・ 「平成31年度税制改正までに、安定的な財源を確保し、地方財政に影響を与
えないよう配慮しつつ、自動車の保有に係る税負担の軽減に関し総合的な検
討を行い、必要な措置を講ずる」とされた。

⑶ 自動車税における営自格差見直し反対 ・ 自動車税における営自格差の見直しは阻止することができた。
⑷ 自動車重量税の道路特定財源化 ・ 「今後、（エコカー減税の）適用期限の到来にあわせ、見直しを行うに当たって

は、政策インセンティブ機能の強化、実質的な税収中立の確保、原因者負担・
受益者負担としての性格、応益課税の原則、市場への配慮等の観点を踏まえ
る」とされた。

２. 中小企業投資促進税制の延長及び拡充 ・ 中小企業投資促進税制について、車両総重量3.5ｔ以上のトラックについては、
適用期限が２年延長された。

・ 自動車教習所用の準中型自動車の取得については、中小企業投資促進税制の
枠組みには含まれなかったが、20%の特別償却が新たに認められた。

３. 法人実効税率引下げに伴う代替財源に
係る中小企業への負担増大反対

・ 法人実効税率引下げに伴う代替財源として中小企業の負担が増大するような
税制改正は行われなかった。

４. 特例措置の延長
 ⑴  自動車取得税のASV（先進安全自動

車）特例措置の延長 ・ 適用期限は２年延長された（別掲）。

⑵ 自動車税のグリーン化特例措置の延長 ・ 現行制度のまま適用期限は２年延長された（別掲）。
⑶ 自動車重量税・自動車取得税のエコカ
ー減税の延長 ・ 一部軽減率等を見直した上で、適用期限は２年延長された（別掲）。

⑷ 中小企業・協同組合等の法人税率の特
例措置の延長 ・ 適用期限は２年延長された。

⑸ 中小企業・協同組合等の貸倒引当金の
特例措置の延長 ・ 割増率を10%（現行12%）に引き下げた上で、適用期限は２年延長された。

⑹ 低公害車の燃料等供給設備に係る固定
資産税の課税標準の特例措置の延長 ・ 対象となる設備要件に「政府の補助を受けて取得したこと」を加えた上で、

２年延長された。

５. トラック協会が運営する地域防災・災害対
策関連施設等について固定資産税の軽減
措置の適用

・ 固定資産税の軽減措置の適用について、要望は見送られた。

６. 予備自衛官等招集準備金制度（仮称）の
創設 ・ 予備自衛官等招集準備金制度の創設について、要望は見送られた。

※ 平成31年度から、「法人税関係の中小企業向けの各租税特別措置について、平均所得金額が年15億円を超える事業年度の適用を停止する措置を講ずる」とされた。

【自動車取得税・自動車重量税におけるエコカー減税の概要】 ◇取得税は平成 31年 3月末まで
重量税は平成 31年 4月末まで

＜車両総重量 3.5t 超のトラック・バスの場合＞
対象・要件等 税目 特例措置の内容

・天然ガス自動車（平成 21年排ガス規制NOx10%以上低減）
取得税 非課税
重量税 免税

平成 27年度燃費基準
達成 +5%超過 +10%超過 +15%超過

ディーゼル車
（ハイブリッド車含む）

平成 28年排ガス規制適合 取得税 25%軽減 50%軽減 75%軽減 非課税
重量税 25%軽減 50%軽減 75%軽減 免　税

平成 21年排ガス規制
NOx・PM+10%低減

取得税 25%軽減 50%軽減 75%軽減 非課税
重量税 25%軽減 50%軽減 75%軽減 免　税

【自動車税におけるグリーン化特例の概要】 ◇平成 31年 3月末まで

＜軽課＞ ＜重課＞

車両総重量 3.5t 超のトラック・バス 減免内容 トラック（被けん引車を除く）及び
バス（一般乗合バスを除く） 内容

・天然ガス自動車
（平成 21年排ガス規制NOx10%以上低減） 概ね 75%軽減 ・車齢 11年超のディーゼル車

・車齢 13年超のガソリン車、LPG車 概ね 10%重課

【自動車取得税におけるＡＳＶ特例措置の概要】 ◇平成 31年 3月末まで
※対象装置：衝突被害軽減ブレーキ、車両安全性制御装置

車両総重量 平成 29 年 4 月 1 日～
平成 30 年 10 月 31 日

平成 30 年 11 月１日～
平成 31 年 3 月 31 日

両装置装着
3.5t 超 8t 以下のトラック 取得価額から 525 万円控除
8t 超 20t 以下のトラック 取得価額から 525 万円控除 取得価額から 350 万円控除
20t 超 22t 以下のトラック 取得価額から 350 万円控除 ―

１装置装着
3.5t 超 8t 以下のトラック 取得価額から 350 万円控除
8t 超 20t 以下のトラック 取得価額から 350 万円控除 ―

1万台当たり「2.1」件で推移
（平成28年1～9月）

（1面に関連）

発生地別・事業用トラックが第１当事者となった死亡事故

平成29年度税制改正の要望と結果

全ト協

さらなる事故防止対策が急務

　全日本トラック協会はこのほど、平成28年１月～９月末までの事業用トラックが第1
当事者となった死亡事故件数を、発生地別に公表した。
　それによると、死亡事故件数は192件。このペースで推移した場合は年間256件ペ
ースとなり、事業用トラック１万台当たりの死亡事故件数は「2.1」と、27年の「2.4」
に対して0.3ポイントの減少となる。全ト協では車両１万台当たりの死亡事故件数目標
を「2.0件」に設定しており、今後、各都道府県トラック協会においては、「トラック事
業における総合安全プラン2009」の数値目標2.0件を達成できるよう、さらなる交通
事故防止対策に取り組むことが求められる。
　このデータは、全ト協ホームページ内「平成28年１～９月の交通事故統計分析結果
―発生地別―」に掲載されており、ダウンロードが可能。

全ト協
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道後やすらぎ荘

安全運行のオアシス トラックステーション

全国31か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国31か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

「道後やすらぎ荘」にぜひお越しください
全ト協保養施設

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39
❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❻ 酒　田 山形県酒田市宮海字新林 572-15　 0234-33-1770 14
❼ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❽ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30
❾ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
10 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
11 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95
12 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
13 新　井 新潟県妙高市大字猪野山字田中町 120-6 0255-73-7394 57
14 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45
15 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
16 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
17 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97
18 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
19 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53
20 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
21 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
22 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
23 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37
24 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
25 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30
26 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63
27 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47
28 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
29 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43
30 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

31 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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円
円
円

宿泊料金 1人～2人 3人
１泊２食付き
１泊夕食のみ
１泊朝食のみ

【宿泊料金（サービス料・消費税および入湯税込み）】

○ご予算に応じてご会食も承ります。
チェックイン…午後４時／チェックアウト…午前10時

お問い合わせはこちらへ　Tel 089-921-4051
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❶ × （法第17条第1項）車両は、歩道又は路側帯
と車道の区別のある道路においては、車道を通行し
なければならない。ただし、道路外の施設又は場所
に出入するためやむを得ない場合において歩道又
は路側帯を横断するときや、駐車するため必要な限
度において歩道又は路側帯を通行するときなどは
除かれる。
❷ × （法第8条第2項）沿道に車庫を持っていたり、
貨物の集配をするなど、警察署長がやむを得ない理
由があると認めて許可をした場合は通行することが
できる。 
❸ ○ （法第50条第2項）車両等は、その進行しよ
うとする進路の前方の車両等の状況により、横断歩
道、自転車横断帯、踏切又は道路標示によって区画

された部分に入った場合において、その部分で停止
することとなるおそれがあるときは、これらの部分に
入ってはならない。
❹ × （法第21条第1項）車両（トロリーバスを除く。）
は、左折し、右折し、横断し、もしくは転回するため
軌道敷を横切る場合又は危険防止のためやむを得
ない場合を除き、軌道敷内を通行してはならない。
❺ ○ （車両制限令第9条）歩道、自転車道又は自
転車歩行者道のいずれをも有しない道路を通行す
る自動車は、その車輪が路肩（路肩が明らかでない
道路では、路端から車道寄りの0.5m（トンネル、橋
又は高架の道路では、0.25m）の幅の道路の部分）
にはみ出してはならない。なお、車両制限令におけ
る「自動車」については、二輪のものは除かれる。

労災ひとくちメモ

　睡眠の質が悪いと、長時間寝てもなかなか疲労を回復することができ
ません。規則正しい生活を心がけ、質の高い睡眠をとるようにしましょ
う。
　厚生労働省では、「健康づくりのための睡眠指針2014」の中で、か
らだとこころの健康づくりを目指すための「睡眠12箇条」をまとめて
います。睡眠についての正しい知識を身に付け、定期的に自らの睡眠を
見直しましょう。

＜睡眠12箇条＞

①良い睡眠で、からだもこころも健康に。

②適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめざめのメリハリを。

③良い睡眠は、生活習慣病予防につながります。

④睡眠による休養感は、こころの健康に重要です。

⑤年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で困らない程度の睡眠を。

⑥良い睡眠のためには、環境づくりも重要です。

⑦若年世代は夜更かし避けて、体内時計のリズムを保つ。

⑧勤労世代の疲労回復・能率アップに、毎日十分な睡眠を。

⑨熟年世代は朝晩メリハリ、ひるまに適度な運動で良い睡眠。

⑩眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせない。

⑪いつもと違う睡眠には、要注意。

⑫眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相談を。

（出典：厚生労働省「健康づくりのための睡眠指針2014」）

⑦快適な睡眠のための12箇条

　
　

今
年
度
は
、
事
業
部
門

（
緑
ナ
ン
バ
ー
）、
一
般
部
門

（
白
ナ
ン
バ
ー
）、
ユ
ニ
ー
ク

部
門
（
事
業
部
門
・
一
般
部

門
以
外
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

取
り
組
ん
で
い
る
任
意
団
体

等
）
の
３
部
門
に
分
け
て
取

り
組
み
事
例
を
募
集
。
事
業

部
門
３
８
０
件
、
一
般
部
門

45
件
、
ユ
ニ
ー
ク
部
門
６
件

の
合
計
４
３
１
件
の
応
募
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

審
査
委
員
会
（
審
査
委
員

長
・
大
聖
泰
弘
早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院
教
授
）
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
表
の
通
り
受

賞
事
業
所
が
選
ば
れ
た
。

　

大
聖
審
査
委
員
長
は
、
本

年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
企

業
（
事
業
部
門
）
に
つ
い
て
、

「
グ
リ
ー
ン
経
営
を
10
年
間

継
続
し
て
い
る
事
業
者
の
参

加
や
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
継

続
的
に
参
加
し
て
い
る
事
業

者
が
増
加
し
て
お
り
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
活
動
が
事
業
者
に

　

当
社
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

に
安
全
を
加
え
た
「
エ
コ
安

全
ド
ラ
イ
ブ
」
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
組
織
体
制
と
し
て
は
、

ま
ず
本
社
内
の
横
断
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
エ
コ
安
全
ド
ラ

イ
ブ
推
進
委
員
会
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
次
に
、
10
前
後

の
店
所
を
統
括
す
る
「
エ
リ

根
付
い
て
い
る
こ
と
が
伺
え

る
」
と
し
た
上
で
、「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
が
継
続
的
に
行

わ
れ
る
こ
と
で
、
燃
費
管
理

や
教
育
体
制
の
整
備
な
ど
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
基
本

的
な
取
り
組
み
の
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
い
る
」
と
評
し
た
。

ア
」
が
あ
り
、
エ
リ
ア
統
括

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
各
エ
リ
ア
の

推
進
責
任
者
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
現
場
で
あ
る「
店

所
」（
支
店
・
営
業
所
な
ど

１
２
８
拠
点
）
が
活
動
の
主

役
と
な
り
ま
す
。

　

日
常
に
お
け
る
各
店
所
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

「
エ
コ
安
全
ド
ラ
イ
ブ
５
か

条
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
全
車

両
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
内
の
視
界

に
入
る
場
所
に
貼
り
付
け
、

常
に
意
識
し
て
い
ま
す︵
図
︶。

　

平
成
26
年
よ
り
、
デ
ジ
タ

ル
タ
コ
グ
ラ
フ
と
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
の
複
合
機
「
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の

本
格
導
入
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
安
全
指
導
に
欠
か
せ
な

い
要
素
と
エ
コ
運
転
の
要
素

が
全
て
点
数
化
さ
れ
、
客
観

的
に
自
己
分
析
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
装
備
し

て
い
る
車
両
は
前
年
比
６
％

以
上
の
燃
費
改
善
効
果
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表  平成 28 年度エコドライブ活動コンクール
大臣賞・優秀賞受賞事業所名と講評（事業部門のみ）

（都道府県順）

＜事業部門＞
国土交通大臣賞

西濃運輸株式会社
（岐阜県）
※詳細別掲

・社内インストラクター制度を導入し具体的な運転指導を
エリアごとに実施。平成 28年度は 3,779 人が受講。
・大型車の燃費は 18年から27年までで約 20％向上。
　車両事故は 23年から 27年までで約 70%削減。

優秀賞

丸大トラック株式会社
（北海道）

・経営陣・エコドライブリーダー・乗務員が、それぞれ
PDCAサイクルに基づき、改善活動を実施。
・平成 27年より、運行標準要領書を作成し、シフトアッ
プ操作とアクセルオフ走行基準の認識を統一化。事故予
防のために運行ハザードマップを作成。

カメイ物流サービス株式会社
多賀城営業所
（宮城県）

・毎月 10日は上長立会いのもと車両点検を実施。さらに
10日と 20日にはキャビン内の整理整頓も実施。
・全車にドライブレコーダを装着し、ドラレコはインアウ
トのカメラに加え車体左側面にも設置。巻き込み事故防
止に注力。

磐城通運株式会社
植田支店火力営業所
（福島県）

・下り坂以外は排気ブレーキオフなど、独自のエコドライブ12
項目を励行。ダンプの場合、ダンプアップ時のコツなど、車
種特性に応じたポイントを指導。アイドリングストップ支援機器
を装着し、実施率はほぼ100％。
・燃費は平成 16 年から27 年までで32%向上し、保険を適
用した交通事故はゼロ（27年）。

上越運送株式会社
（新潟県）

・平成 15年より活動を開始。各種推進組織（環境保全活
動委員会）にはドライバーが参画し、現場の意見を吸い
上げている。
・講習のマンネリ化防止のため、ドライバーの提案によ
り、実車講習以外に日常点検テストや交通法規の筆記試
験を加えたコンテストを実施。

＜一般部門＞

環境大臣賞 ネスレ日本株式会社　営業本部　東京支社（東京都）

優秀賞
ネッツトヨタ山形株式会社（山形県）

株式会社山本清掃（京都府）

図 《エコ安全ドライブ5か条》
・ふんわりアクセル「eスタート」
・早めのアクセルオフ
・加減速の少ない運転
・車間距離は余裕をもとう
・タイヤの空気圧をこまめにチェック
※ エコドライブ普及連絡会「エコドライブのすすめ」
のうち、交通事故防止にも効果のある 5項目をピッ
クアップしたもの。

　

研
修
制
度
と
し
て
は
、「
安

全
推
進
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

制
度
」
を
策
定
。
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
主
催
の
「
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
」
全
国
大
会
出
場

経
験
者
を
中
心
に
、
安
全
推

進
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修

を
受
講
し
て
試
験
を
パ
ス
し
、

晴
れ
て
ラ
イ
セ
ン
ス
を
得
た

専
任
者
15
人
、
ド
ラ
イ
バ
ー

兼
務
41
人
、
合
計
56
人
が
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
任
期
１

年
間
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

選
任
す
る
こ
と
で
裾
野
が
広

が
り
、
真
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
育
成
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

続
い
て
、
昨
年
の
第
２
四

半
期
よ
り
実
施
の
モ
デ
ル
店

制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

エ
リ
ア
の
中
か
ら
、
エ
リ
ア

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
モ
デ

ル
店
１
店
所
を
選
び
、
３
か

月
間
モ
デ
ル
店
と
し
て
の
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
期

間
中
の
３
か
月
の
う
ち
、
２

か
月
目
標
を
達
成
す
る
と
モ

デ
ル
店
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
モ
デ
ル
店
は
、

燃
費
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
店

所
が
選
ば
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
モ
デ
ル
店
を
経
験

す
る
と
改
善
手
法
が
ド
ラ
イ

バ
ー
個
々
に
定
着
し
、
モ
デ

ル
店
卒
業
後
も
実
績
が
安
定

す
る
店
所
が
多
い
で
す
。
ま

た
、
燃
費
改
善
に
成
功
し
て

い
る
モ
デ
ル
店
の
取
り
組
み

事
例
を
全
店
に
水
平
展
開
す

る
こ
と
で
、
各
店
所
で
新
た

な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
す
。

　

今
回
、
弊
社
の
４
年
間
の

取
り
組
み
を
整
理
す
る
機
会

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
ま

だ
ま
だ
発
展
途
上
だ
と
い
う

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
弊

社
に
お
け
る
課
題
と
し
て
は
、

「
ま
ず
ド
ラ
イ
バ
ー
個
々
、

店
所
、
エ
リ
ア
の
月
々
の
結

果
や
取
り
組
み
内
容
に
ま
だ

ま
だ
濃
淡
が
あ
る
こ
と
」、

そ
し
て
「
マ
ン
ネ
リ
化
」、
最

後
に
「
目
標
設
定
方
法
」
で

す
。
今
回
い
た
だ
い
た
賞
を

励
み
に
、
今
後
も
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
平
成
28
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ

ン
ク
ー
ル
」（
主
催
：
（
公
財
）
交
通
エ

コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
）
上
位
入

賞
者
の
表
彰
が
11
月
18
日
に
行
わ
れ
、
事

業
部
門
の
最
高
賞
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣

賞
に
は
、
西
濃
運
輸
㈱
が
選
ば
れ
た
。

平
成
28
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
企
業
の
取
組
レ
ベ
ル
向
上

大
臣
賞
、優
秀
賞
受
賞
者
を
表
彰

「
エ
コ
安
全
ド
ラ
イ
ブ
」を
推
進

国
土
交
通
大
臣
賞

（
概
要
）

西
濃
運
輸
㈱
に
お
け
る
取
り
組
み

さ
ら
な
る
燃
費
と
安
全
性
の
向
上
の
た
め
に

亀井 寛
総務部参与
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▼
草
創
記
の

テ
レ
ビ
界
を

支
え
た
放
送

作
家
の
故
永

六
輔
氏
。「
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
か
に
借
り
を

つ
く
る
こ
と
。
生
き
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は

そ
の
借
り
を
返
す
こ
と
」
と
言
う
名
言
を

残
し
て
い
ま
す
。
▼
今
年
も
「
光
陰
矢
の

如
し
」
で
、
早
や
12
月
も
半
ば
を
過
ぎ
ま

し
た
。「
師
走
」
の
語
源
は
、
お
寺
の
住
職

が
檀
家
か
ら
檀
家
へ
慌
た
だ
し
く
移
動
し

て
お
経
を
あ
げ
る
た
め
に
馳
せ
る
月
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
今
年
ほ
ど
喪
中

葉
書
が
多
く
届
い
た
年
は
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
裏
を
返
せ
ば
そ
う
い
う
歳
回
り

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
▼
師
走

に
先
立
ち
全
国
の｢

お
お
と
り
神
社｣

で

行
わ
れ
る｢

酉
の
市｣

。
１
年
の
無
事
に
感

謝
し
、
来
年
の
幸
を
願
う
酉
の
市
、
今
年

は
二
の
酉
ま
で
で
す
。
そ
の
二
の
酉
の
11
月

23
日
、
東
京
・
浅
草
の
鷲
神
社
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
▼
普
段
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い

る
神
社
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
大
勢
の
客

が
訪
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
層
な
賑
わ
い

で
し
た
。
神
社
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
屋
台

と
露
天
が
ひ
し
め
き
、
そ
の
数
７
５
０
店

余
。
そ
し
て
、
縁
起
の
熊
手
店
が
１
５
０

店
余
と
、
年
末
の
大
祭
に
華
を
添
え
て
い

ま
し
た
。
冬
空
の
下
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ

れ
た
各
店
は
売
上
を
増
や
そ
う
と
来
客
に

粋
な
口
上
を
発
し
て
い
ま
し
た
。
下
町
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
毎
年
恒
例
の
行
事
は
、

情
景
に
溢
れ
風
情
が
あ
り
ま
す
。
▼
酉
の

市
は
、
農
民
の
間
で
収
穫
祭
と
し
て
鷲
神

社
に
鶏
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
家
内
安
全
・

商
売
繁
盛
を
願
う
現
在
の
形
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
私
も
信
心
深
い
か
と
問
わ

れ
る
と
開
口
一
番
に｢

そ
れ
ほ
ど
で
も｣
と

な
る
訳
で
す
が
、
に
わ
か
に
師
走
の
慣
習
の

一
員
に
な
り
た
い
が
ば
か
り
に
、
自
然
と
神

社
に
足
が
向
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
▼
段
々

と
派
手
に
な
る
熊
手
も
、
そ
の
時
代
を
反

映
し
て
か
愉
快
痛
快
な
内
容
で
す
。
寒
空

の
中
、
袖
振
り
合
う
も
多
生
の
縁
、
寒
風

な
が
ら
神
社
を
取
り
巻
く
空
間
は
不
思
議

と
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
▼
１
年
を
振
り
返
る
と
、
お
世
話
に

な
っ
た
人
達
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き

た
の
か
、
ま
た
浅
学
非
才
な
が
ら
誰
か
の

役
に
立
っ
た
の
か
、
正
直
言
っ
て
あ
ま
り
自

信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
鷲
神
社
か
ら
移
動

し
て
浅
草
寺
へ
。
浅
草
寺
の
風
雷
神
門（
雷

門
）
前
に
は
、
欧
米
人
や
ア
ジ
ア
人
を
問

わ
ず
大
勢
の
観
光
客
が
重
さ
７
０
０
㌔
㌘

の
赤
い
大
提
灯
を
背
景
に
、
ひ
っ
き
り
な
し

に
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
見
て
い

る
と
写
真
だ
け
撮
っ
て
さ
っ
さ
と
次
の
観
光

地
へ
向
か
う
客
も
多
く
、
撮
っ
た
写
真
を

す
ぐ
さ
ま
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
に
貼
り

付
け
て
、
友
人
ら
に
自
慢
す
る
の
だ
ろ
う

か
と
首
を
傾
げ
る
ば
か
り
で
す
。
▼
そ
の

光
景
を
訝
し
げ
に
み
て
い
た
私
は
、
外

国
人
か
ら
「Could you take m

y 
picture?｣

と
言
わ
れ
、
日
本
製
の
カ
メ

ラ
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ン
ト
を
合
わ

せ
、
笑
顔
で｢A

re you ready? Say 
cheese!｣

と
思
わ
ず
応
え
る
私
も
同
類

の
外
国
人
に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
▼

雷
門
正
面
左
右
の
風
神
・
雷
神
像
の
裏
側

に
は
天
龍
像
（
男
性
）
と
金
龍
像
（
女
性

像
）
が
あ
り
、
金
龍
山
・
浅
草
寺
の
山
号

の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
雷
門
の
正
面
で

は
風
神
・
雷
神
像
が
邪
気
を
追
い
払
い
、

裏
側
の
龍
神
・
金
龍
像
が
民
の
安
寧
と
五

穀
豊
穣
を
願
っ
て
い
ま
す
。
▼
年
の
瀬
、

平
月
よ
り
も
参
拝
客
が
幾
分
多
い
気
が
し

ま
す
。
平
素
は
信
心
が
希
薄
で
も
、
こ
の

時
期
思
い
立
っ
た
よ
う
に
神
社
仏
閣
に
赴

く
の
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
夕
方
の
仲
見
世
は
昼
間
と
違
い
、
暮
色

と
黄
色
の
ラ
イ
ト
が
得
も
言
わ
れ
ぬ
味
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
仲
見
世
を
通
り
抜

け
浅
草
寺
本
殿
の
階
段
を
上
が
り
、
目
に

は
見
え
な
い
秘
仏
の
聖
観
世
音
菩
薩
に
合

掌
し
、
賽
銭
は
「
始
終
御
縁
が
あ
り
ま
す

よ
う
に
」
と
45
円
を
納
め
ま
し
た
！
今
年

も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
10
日
余
り
で
す
！
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今
年
の
秋
は
、
い
く
つ
も

の
台
風
が
日
本
各
地
に
深
い

爪
跡
を
残
し
た
。
９
月
20
日

の
深
夜
０
時
に
鹿
児
島
県
大

隅
半
島
付
近
に
上
陸
し
た
台

風
16
号
は
、
上
陸
後
も
強
い

勢
力
を
維
持
し
て
い
た
。
こ

の
台
風
に
よ
り
秋
雨
前
線
が

刺
激
さ
れ
、
こ
の
日
は
東
日

本
か
ら
西
日
本
の
広
い
範
囲

で
降
水
量
が
２
０
０
㍉
を
超

え
る
ほ
ど
の
大
雨
と
な
っ
た
。

　

台
風
が
近
付
き
つ
つ
あ
っ

た
埼
玉
県
で
も
、
昼
頃
に
は

雨
風
が
強
く
な
っ
た
。
櫻
本

さ
ん
は
こ
の
日
の
午
後
、
蓮

田
市
内
の
事
業
所
で
荷
物
の

積
み
込
み
作
業
を
行
っ
て
い

た
。
そ
こ
に
菊
池
さ
ん
が
合

流
し
、
鴻
巣
市
ま
で
一
緒
に

荷
物
を
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

荷
物
の
積
み
込
み
を
終
え

た
２
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ

ッ
ク
を
運
転
。
櫻
本
さ
ん
が

運
転
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク

と
、
菊
池
さ
ん
が
運
転
す
る

４
㌧
車
が
雁
行
し
て
、
蓮
田

市
か
ら
久
喜
市
を
経
由
し
、

鴻
巣
市
内
に
あ
る
目
的
地
へ

と
向
か
っ
た
。

台
風
接
近
に
よ
り

用
水
路
の
流
れ
激
し
く

　

午
後
３
時
ご
ろ
、
２
台
の

ト
ラ
ッ
ク
は
久
喜
市
内
の
細

い
市
道
を
走
行
し
て
い
た
。

そ
こ
に
１
台
の
車
が
対
向
し

て
き
た
。
同
車
は
当
初
対
向

車
線
を
走
行
し
て
い
た
も
の

の
、
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
こ

と
な
く
徐
々
に
車
線
を
は
み

出
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
ま
ま
道
路
を
逸
脱
し
て

草
む
ら
に
突
っ
込
み
、
そ
の

先
の
用
水
路
へ
と
転
落
し
た
。

そ
の
一
部
始
終
を
見
て
い
た

櫻
本
さ
ん
は
慌
て
て
ト
ラ
ッ

ク
を
止
め
、
菊
池
さ
ん
と
と

も
に
車
が
転
落
し
た
用
水
路

へ
と
駆
け
出
し
た︵
図
参
照
︶。

　

市
道
に
並
行
し
て
流
れ
る

用
水
路
の
幅
は
、
ち
ょ
う
ど

乗
用
車
１
台
が
す
っ
ぽ
り
入

る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
折
か

ら
の
大
雨
の
た
め
、
流
れ
は

い
つ
に
も
増
し
て
激
し
く
、

車
は
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が

ら
下
流
へ
流
さ
れ
て
い
っ
た
。

２
人
は
雨
で
全
身
ず
ぶ
濡
れ

に
な
り
な
が
ら
、
車
を
必
死

に
追
い
か
け
た
。
流
さ
れ
て

い
く
車
の
運
転
席
に
い
た
女

性
は
、
車
か
ら
逃
げ
出
す
わ

け
で
も
な
く
、
た
だ
ぼ
ん
や

り
と
車
内
に
留
ま
っ
て
い
た
。

２
人
に
は
、
女
性
の
意
識
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
た
と
い
う
。

　
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間

ま
で
に
お
客
様
に
荷
物
を
お

届
け
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
重
々
承
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
は
流
さ
れ

て
い
く
車
を
無
我
夢
中
で
追

い
か
け
て
い
ま
し
た
。
荷
物

の
配
達
が
少
し
遅
れ
て
も
、

私
た
ち
が
頭
を
下
げ
れ
ば
そ

れ
で
済
む
こ
と
で
す
。
生
命

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
人

を
助
け
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
」（
菊
池
さ
ん
）

ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら

女
性
を
引
き
上
げ
る

　

車
は
転
落
地
点
か
ら
90
㍍

ほ
ど
流
さ
れ
、
用
水
路
に
架

か
る
橋
の
橋
げ
た
に
引
っ
か

か
っ
た
。
櫻
本
さ
ん
と
菊
池

さ
ん
は
用
水
路
に
足
を
踏
み

入
れ
、
窓
を
叩
い
て
女
性
に

窓
を
開
け
る
よ
う
必
死
で
呼

び
か
け
た
。
女
性
は
２
人
の

必
死
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て

　

当
社
は
も
と
も
と

倉
庫
業
を
主
な
事
業

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
な
ど
も
手

が
け
て
い
ま
す
。
昭
和

60
年
に
グ
ル
ー
プ
会
社

の
太
章
興
産
を
設
立
。
同
社

は
当
社
の
車
両
の
整
備
や
保

険
関
連
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
２
年
か
ら
は
運

送
事
業
も
行
う
よ
う
に
な
り

よ
う
や
く
意
識
を
取
り
戻

し
、
車
の
窓
を
開
け
た
。
車

が
流
さ
れ
て
い
か
な
い
よ
う

菊
池
さ
ん
が
し
っ
か
り
と
両

腕
で
車
を
支
え
る
中
、
櫻
本

さ
ん
は
女
性
を
窓
か
ら
力
い

っ
ぱ
い
引
き
上
げ
た
。

　
「
水
の
流
れ
は
と
て
も
激
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
恐
ろ
し

い
と
い
う
思
い
は
そ
の
時
全

く
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。『
何

と
し
て
も
女
性
を
救
出
し
た

い
』、
そ
の
強
い
気
持
ち
が
自

分
た
ち
を
後
押
し
し
て
く
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
櫻

本
さ
ん
）

　

女
性
が
救
助
さ
れ
る
と
す

ぐ
に
、
車
は
み
る
み
る
水
に

飲
み
込
ま
れ
て
い
き
、
そ
し

て
水
没
し
た
。
用
水
路
か
ら

草
む
ら
に
女
性
を
引
き
上
げ

た
２
人
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積

ん
で
い
た
毛
布
や
ジ
ャ
ン
パ

ー
を
急
い
で
持
っ
て
き
て
、

女
性
に
か
け
て
暖
め
た
。
９

月
と
は
い
え
、
雨
と
用
水
路

の
水
に
濡
れ
て
震
え
上
が
る

よ
う
な
寒
さ
で
あ
っ
た
。
２

人
は
、
物
音
に
気
付
い
て
外

に
出
て
き
て
い
た
人
た
ち
の

姿
を
確
認
す
る
と
、
救
急
車

を
呼
ぶ
よ
う
依
頼
。
女
性
は

ほ
ど
な
く
駆
け
つ
け
た
救
急

車
で
病
院
へ
運
ば
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
２
人
は
状
況
を

報
告
す
べ
く
、
ま
ず
会
社
に

向
か
っ
た
。
会
社
に
い
た
社

員
た
ち
は
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な

ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
19
年
前
に
デ

ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
導
入

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
実
は
、

デ
ジ
タ
コ
導
入
以
前
、
幼
い

子
ど
も
を
育
て
て
い
る
新
婚

ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
子
ど
も
の

夜
泣
き
の
た
め
に
眠
れ
な
い

ま
ま
朝
を
迎
え
、
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
務
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
東
北
自
動
車
道
を
運

転
中
に
居
眠
り
状
態
と
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
横
転

事
故
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。「
ド
ラ
イ
バ
ー

っ
た
２
人
の
姿
を
見
て
、
信

じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
表
情
を

し
た
と
い
う
。「
風
邪
を
ひ
く

と
い
け
な
い
か
ら
、
と
に
か

く
早
く
着
替
え
な
さ
い
」
と

声
が
か
か
り
、
２
人
は
着
替

え
、
そ
れ
か
ら
目
的
地
に
荷

物
を
運
ん
だ
。
到
着
が
遅
れ

た
も
の
の
、
２
人
の
置
か
れ

て
い
た
状
況
が
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
何
事

も
な
く
仕
事
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

救
助
活
動
は
２
度
目

２
人
に
偶
然
の
一
致

　

櫻
本
さ
ん
と
菊
池
さ
ん

は
、
帰
宅
す
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
家
族
に
今
日
の
出
来
事
を

伝
え
た
。
す
る
と
偶
然
に
も
、

２
人
と
家
族
と
の
間
で
は
、

「
一
家
を
支
え
る
大
黒
柱
が

ケ
ガ
を
す
る
こ
と
も
な
く
、

無
事
に
女
性
を
救
助
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
い
う
安あ

ん

ど堵

感
を
感
じ
る
と
と
も
に
、「
そ

う
い
え
ば
、
前
に
も
こ
ん
な

経
験
が
あ
っ
た
ね
」
と
い
う

似
た
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ

れ
た
と
い
う
。

　

実
は
、櫻
本
さ
ん
は
以
前
、

雪
の
日
に
東
北
道
を
走
行
し

て
い
る
際
に
、
軽
自
動
車
が

横
転
し
て
い
る
の
を
発
見
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
も

の
命
を
預
か
る
者
と
し
て
、

こ
う
し
た
悲
惨
な
事
故
は
二

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
、
事
故
防
止
活
動
の
推
進

を
決
意
。
そ
の
一
環
と
し
て

デ
ジ
タ
コ
を
導
入
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
当
社
で
は
大
き

な
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

当
社
で
は
、
全
社
員
参
加

型
の
救
急
救
命
訓
練
を
実
施

し
て
お
り
、
地
域
の
消
防
署

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

い
方
の
講
習
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
２
人
に

よ
る
救
助
活
動
の
際
に
は
応

急
手
当
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
は
交
通
事
故
の
現

場
に
遭
遇
す
る
機
会
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
活
動

は
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
同
乗
指
導
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
菊
池
さ

ん
に
は
、
中
型
車
の
指
導
者

の
１
人
と
し
て
活
躍
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
様

々
な
社
員
教
育
な
ど
を
通

じ
、
２
人
の
貴
重
な
経
験
を

社
内
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
安
全
意
識
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

直
ち
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
に
電
話

し
て
救
助
を
要
請
し
た
。
ま

た
、
菊
池
さ
ん
も
、
篠
崎
運

送
倉
庫
に
入
社
す
る
前
に
こ

う
し
た
現
場
に
遭
遇
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

よ
う
な
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
身
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
女
性
を
助
け
よ
う

と
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
素

早
く
行
動
に
移
す
こ
と
が
で

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
２
人
が
い
な
け
れ
ば

命
が
な
か
っ
た
﹂

　

翌
日
、
助
け
た
女
性
の
家

族
か
ら
会
社
に
電
話
が
あ
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
女
性

に
ケ
ガ
は
な
か
っ
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、「
２
人

が
い
な
け
れ
ば
命
は
無
か
っ

た
」
と
、
本
人
が
大
変
感
謝

し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ

た
。
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
２
人
は
人
の

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
く
思
う
と
と
も
に
、
命
の

大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
２
週
間
ほ
ど
が
過

ぎ
た
あ
る
日
、
会
社
に
久
喜

警
察
署
か
ら
電
話
が
寄
せ
ら

れ
た
。「
今
回
の
救
助
に
関

し
て
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
菊
池
さ
ん
は
仕

事
の
都
合
に
よ
り
欠
席
と
な

っ
た
も
の
の
、
10
月
13
日
に

櫻
本
さ
ん
は
久
喜
署
を
訪

れ
、
岩
崎
茂
署
長
か
ら
感
謝

状
を
受
け
取
っ
た
。
岩
崎
署

長
は
２
人
の
行
動
に
対
し
、

「
勇
気
あ
る
行
為
だ
っ
た
」

と
た
た
え
た
と
い
う
。
な
お
、

感
謝
状
は
会
社
と
し
て
で
は

な
く
個
人
と
し
て
贈
呈
さ
れ

た
た
め
、
各
個
人
の
自
宅
で

保
管
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

21
歳
の
娘
と
17
歳
の
息
子

の
父
親
で
あ
る
櫻
本
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
に
感
謝
状
を
見

せ
た
と
こ
ろ
、「
親
父
、
す

ご
い
じ
ゃ
ん
」
と
感
心
さ
れ

た
と
い
う
。

　
「
常
に
会
社
の
看
板
を
背

負
っ
て
い
る
の
で
、
決
し
て

恥
ず
か
し
い
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
も
、
父
親
が
こ
う
い
っ
た

行
動
を
し
た
と
報
告
す
る
こ

と
が
で
き
、
誇
ら
し
く
感
じ

て
い
ま
す
」（
櫻
本
さ
ん
）

無
事
の
報
告
受
け

命
の
大
切
さ
を
再
認
識

　

懸
命
の
救
助
活
動
か
ら
３

か
月
ほ
ど
が
経
ち
、
改
め
て

２
人
に
今
回
の
救
助
活
動
の

も
つ
意
味
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
い
た
だ
い
た
。

　

菊
池
さ
ん
は
、「
今
回
の

救
助
活
動
は
、
自
分
一
人
の

力
で
は
決
し
て
成
し
得
な
か

っ
た
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
い

る
と
い
う
。
普
段
は
１
人
で

の
仕
事
が
多
く
、
今
回
の
よ

う
に
同
じ
会
社
の
仲
間
が
す

ぐ
近
く
に
い
る
こ
と
は
そ
う

多
く
は
な
い
そ
う
だ
。

　
「
今
回
は
、
同
じ
グ
ル
ー

プ
会
社
の
仲
間
が
い
た
か
ら

こ
そ
、
女
性
を
無
事
救
出
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

う
い
う
危
機
的
な
状
況
に
遭

遇
し
た
時
に
は
、
他
の
社
員

に
も
全
力
で
、
協
力
し
合
い

な
が
ら
救
助
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
菊

池
さ
ん
）

　

櫻
本
さ
ん
も
、
自
分
た
ち

の
体
験
を
他
の
社
員
に
も
伝

え
広
め
る
こ
と
で
、
仲
間
た

ち
に
「
命
の
大
切
さ
」
を
再

認
識
し
て
ほ
し
い
と
語
る
。

　
「
人
の
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
42

歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は

負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
会

社
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る

従
業
員
と
し
て
、
若
い
ド
ラ

イ
バ
ー
た
ち
に
も
こ
う
し
た

経
験
を
伝
え
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
仲
間
た
ち

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
懸

命
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
櫻

本
さ
ん
）

激
流
に
押
し
流
さ
れ
る
車
か
ら
女
性
を
救
出

地
元
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
る

仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ

成
し
得
た
救
助
活
動

「
何
と
し
て
も
救
出
し
た
い
」

強
い
気
持
ち
が
後
押
し
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篠﨑悦朗代表取締役社長
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会社概要

当
社
に
お
け
る
安
全
へ
の
取
り
組
み

　

当
社
は
も
と
も
と

倉
庫
業
を
主
な
事
業

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
な
ど
も
手

が
け
て
い
ま
す
。
昭
和

60 当
社
に
お
け
る
安
全
へ
の
取
り
組
み

当
社
に
お
け
る
安
全
へ
の
取
り
組
み

篠崎運送倉庫・篠﨑社長に聞く

　埼玉県久喜警察署は10月
13日、農業用水路に乗用車
で落ちた女性を救助したとして、
㈱篠崎運送倉庫（埼玉県鴻
巣市、篠﨑晃市代表取締役
社長）にドライバーとして勤め
ている菊池亮さんと、同社のグ
ループ会社である㈱太章興産
（同、篠﨑悦朗代表取締役
社長）に同じくドライバーとして
勤務する櫻本知孝さんに感謝
状を贈呈した。
　今回の「ヒーロー」では、２
人の懸命な救助活動について
紹介する。

ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
子
ど
も
の

さ
ら
に
安
全
意
識
向
上
に
努
め
た
い

篠﨑晃市社長

＜図　救出現場の状況＞
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櫻本さんと菊池さんが大型車と
４トン車で細い市道を走行中、
対向から走ってきた乗用車が反
対車線に飛び出し、そのまま草
むらを越えて用水路に転落した

用水路に転落した乗用車は流されてい
き、90 メートルほど下流にある橋の橋
げたに引っかかって停止。櫻本さんと
菊池さんは運転席にいた女性に窓を開
けるよう促し、開いた窓から女性を引
き上げて救出した

櫻
さくらもと

本 知
と も た か

孝さん
菊
き く ち

池 亮
りょう

さん 
（㈱篠崎運送倉庫）

（写真左）

（写真右）

ヒーロー第２回

菊池 亮さん 櫻本 知孝さん


